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は じ め に

本学では、「こどもによりそう、あなたを育てる」をテーマに、「子どもに共感できる実

践力のある保育者・教育者を育てる」ことを目標として取り組みを進めています。

日々の授業では、「子どもに学び、子どもと共に歩む教育の素晴らしさ」を伝えることを

大切にしています。

また、時代のニーズにあった特色ある大学づくりに努めています。英語の基礎的な授業

はもとより、ネイティブスピーカーを交えて英会話の楽しさを知るなど英語力を高めるこ

とを重視しています。タブレットなど ICT を活用した授業づくりも重要な柱として取り組

んでいます。そのような取り組みを通して、教職員はもとより、学生自ら自己研鑚に励み、

研究を進めております。

この度、平成１４年の創刊以来本年度で２１回目となる本学の教育・研究実践のまとめ

を発行する運びとなりました。本報告書ではタイトルを「教育研究活動の現状と課題」と

しています。本学における自己点検・自己評価の内容・方法として、「教育研究活動の計画」

「教員の研究分野・内容・実績」「授業評価」「キャンパスライフの調査」「FD 活動」のそ

れぞれ５つのジャンルからまとめています。 

「教育研究活動の計画」では、大学の教育活動・研究活動のより一層の充実に向けて、

各部署において達成目標を定めています。その目標にそって、具体的な取組み及び進捗状

況を報告し、達成状況や課題について協議し次年度の課題をまとめています。 

「教員の研究分野・内容・実績」では、専任教員の校務分掌や研究活動の具体的な取り

組みを紹介し、加えて専門領域や研究実績が詳細に示されています。 

「授業評価」では、教員自身の授業の向上及び授業の改善に資するため、専任・兼任教

員の各授業に対して、学生による授業アンケートを実施しています。このデータ結果をも

とに授業改善が図られ、より良い授業が展開されるものと期待しています。 

「キャンパスライフの調査」では、学生生活全般にわたってキャンパスライフの満足度

を調査し、結果を公表しています。 

例えば、今年度の「参加体験型の学び」に係る項目については、肯定的な回答の割合が 

９割を大きく超えています。アクティブラーニングを重視した授業実践が、学生にも明確

に認識され評価されている結果といえます。「授業の工夫がある」「興味関心が持てる」等

の指導方法などに関する項目についても、肯定的な回答 が８割を超えています。 

そのような授業実践が行えている背景には、「FD 活動」としての授業研修や公開授業等

の全学的な研修計画と実施があり、それを活かして授業の準備と工夫を実践している各教

員の努力の成果といえます。そして、これからも学修内容の充実、学修方法の工夫、学修

環境の向上のためのさらなる努力を続けていくつもりです。

本書をご一読いただき、ご批判を賜りますようお願いいたします。 

常磐会学園大学 学長 大森 彰
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Ⅰ 教育研究活動 
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「教育研究活動」の取り組み 

この章では本学の教育研究活動、特に校務分掌における各部署の組織的な活動について報告する。 

報告するのは、学長を中心とした「大学経営」、本学専任教員からなる「教務部」「学生部」「研究部」「入試

部」「進路・実習指導部」、学長より委嘱された委員からなる「人権教育推進委員会」、学生の様々な活動を支援

するために教職員で構成された「自己点検」「学生支援」「地域貢献」「現職支援」「課題推進」「図書館運営委員

会」、事務局の「総務課」「教学課」「会計課」｢入試広報課｣の 17 部署である。 

 表には、今年度の目標、その目標達成のための具体的な取り組み、そして 1 年間での進捗状況、さらにそれ

に対する各部署の達成度の自己評価、最後に次年度の活動における課題がまとめられている。達成度は「Ａ」

「Ｂ」「Ｃ」の 3 段階で自己評価しており、それぞれ「目標以上に達成できた」「目標を達成できた」「目標達

成に至らなかった」となっている。また、各部署の活動は必ずしも単年度で終了する活動とは限らず、達成度

の評価が「Ｃ」にとどまっている活動もある。なお、そのような取り組みについては、次年度以降「Ａ、Ｂ」

に到達できるように継続して活動することとしている。 

 また、本学では各部署の年間計画や活動の進行状況について情報を共有し、その活動の進行状況や結果等に

ついて意見を交換する機会として「教育研究活動の計画全体報告会」を年 3 回、原則として全教職員の出席で

実施している。ただし、コロナ感染が危惧された時期以降は、事務職員の参加者は状況に応じて人数を絞って

いる。今年度は、年間計画を報告し合う第 1 回報告会を 5 月 31 日、進行状況の中間発表を行う第 2 回報告会

を 11 月 22 日に、年度を通じての達成状況を報告する第 3 回報告会を 2 月 22 日に開催した。その場では、活

発な意見交換もされ、情報の共有と全学的な教育研究活動への意識の醸成が行われた。 

－ 3－
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１．大学経営

令和５年度の目標

多様性を尊重し包摂する人材育成を目指す。教育的愛情で学生を包み込み、学生の希望する進路保

障を組織的に取り組む。戦略的広報を展開し、１３０名の入学者を目指す。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

①

【積極的な学生募集】 

・教職員全員が「いい大学にしたい」という

目的で一致し、入学生 130 名を確保する。 

・オープンキャンパスに300人の来校者を確

保する広報、高校訪問の充実を図る。 

・全教職員が一丸となって学生募集への取

組みを進めたが、２月の時点での入学予定

者数は９８名と目標を大幅に下回る状況

である。３月の一般後期・総合追加におい

て、入学予定者１００名を確保したい。 

Ｃ

②

【授業力と学生満足度の向上】 

・「楽しく、学びがある」授業づくりを進め

る。学生が主体となり互いにアウトプット

できる授業づくりを探求する。 

・英語ネイティブスピーカーの活用を進め

る。授業等において ICT 教育を推進する。 

・キャンパスライフアンケートでは、「参加

体験」に係る項目について、肯定的な回答

が 94.6％あった。授業実践が、明確に認識

され評価されている。ただ、１、２回生の

一部の授業態度や学生生活でのマナーに

関する苦情が深刻な課題となっている。 

Ｂ 

③

【学生の実態を把握し進路支援を強化する】 

・教育的な愛情で学生を支援し、情報の共有

化を図り、教職員全体の意思一致をもとに

組織的に取り組む。 

・教員、保育士等採用試験の合格者の増加を

教職員のチームの力で実現する。学生の希

望が叶う進路支援を進める。 

・配慮を要する学生等について、実態を把握

し情報の共有化に努めた。支援を要する学

生には、実習及び進路等に関して教職員が

連携し組織的に取組みを進めた。 

・教採や公立保・幼の合格率が昨年度を大き

く上回った。また、私立の幼保、福祉施設・

一般企業などの進路支援を進めた。 

Ａ 

④

【認証評価受審に向かう体制づくり】 

・２０２３年１１月の受審に向けて、自己評

価委員会を中心に教職員全体で取り組む。 

【地域と連携し、地域に貢献する大学】 

・平野区等との連携を強化していく。 

・認証評価実地調査が 11 月に行われた。す

べての基準において「満たしている」と評

価を得た。何よりも本学の学生が認められ

褒められたことが成果だと言える。

・地域貢献活動を進めることができた。 

Ｂ 

⑤

【３ポリシー運用の実質化】 

・「アドミッション・ポリシー」「カリキュラ

ム・ポリシー」「ディプロマ・ポリシー」の

実質化を進める。 

【短期大学との連携】 

・統合準備室・各種プロジェクト委員会をも

とに統合に向けての取り組みを進める。 

・３ポリシー（特にカリキュラムポリシー）

についても再検討していきたい。 

・令和７年度統合再編に向けて、特別支援教

育課程の導入をめざし、教員の配置等準備

を進めることができた。統合・再編に向け

て短大と交流を進めることができた。より

一層、連携した活動を進めていきたい。 

Ｂ 

次年度の課題

教員採用試験・公立保幼の合格率を更に向上させていく。その実績を活用して、入学者の定員確保

への取組みを強化する。また、認証評価で指摘された「改善を要する点」について早急に取り組む。

－ 4－
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02．教務部

令和５年度の目標

 学生の志望する免許・資格の取得、卒業に向けての履修の指導支援体制を整える。学生の授業への満

足度を高める。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

① 

【教育課程・シラバス】

･教育内容が適切かどうか確認し、必要があ

れば関連部署と連携し、適時変更していく。

・ICT を活用した授業が出来るように環境

の整備、研修の実施を進める。また、学修内

容・指導等を再確認し、学生の授業への満足

度を高める。 

・教育内容は、随時確認し、必要があれば関

連部署と連携している。

・学内の無線 LAN 環境については、11 月中

旬より学生に開放した。 

Ａ 

② 

【履修】

･学生が計画的に履修できるように、時間割

編成、履修手続き、履修に関する指導などに

ついて適時、見直していく。 

・履修登録の指導や登録状況から関係部署

と連携して適時、見直している。 Ｂ

③ 

【基礎・専門演習・研究室】

・入学前登校では、入学後の学修に向けて高

大ギャップをなくすような学修内容を検討・

実施していく。

・基礎演習の内容を適時見直し、専門演習の

学びや進路へ繋がる基礎的な能力の習得を

目指す。

・専門演習は、ミニ論・卒業論文・報告会の

質の向上を目指し、指導内容や報告会の実施

方法、評価基準についても検討していく。 

・入学前登校は、学修内容を検討し、２月と

３月に実施した。 

・基礎演習の学修を進めている状況で、適時

見直しをし、実施した。 

・専門演習Ⅰで 10 月に論文の書き方（書式）

について講習会を開いた。報告会は、滞りな

く実施できた。 

Ｂ

④ 

【学外研修】

・学外研修制度について関連部署と連携し、

内容の確認・見直しをしていく。

・海外研修や学校・企業インターンシップな

どの参加者を増やし、支援していく。 

・インターンシップについて、関連部署と連

携し、問題点の確認をしている。

・海外研修は、参加人数を満たさなかったた

め実施できなかった 

Ｃ

⑤ 

【教育評価】

・本学の学修評価の現状分析を行ない、学生

が自らの学修を分析し、捉える基準となる学

修評価を提案していく。

・他大学の情報を収集し、整理しているが、

本学の学修評価の検討まで至らなかった。 
Ｃ

次年度の課題

 学生が志望する進路に向けて、免許・資格の取得ができる履修指導、ICT を用いた学修環境、適正な

評価をする授業等ができるように随時見直して、学生の授業への満足度を高める。

－ 5－
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03．学生部

令和５年度の目標

学生と学生の自主的活動への継続的な支援を研究室、学生相談室、カウンセラー、保健センター、教

務部、事務室との連携の中で行う。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

① 

【研究室指導】 

・各年次の実情に応じた指導を進める。 

・個人面接の充実と記録を整理していく。 

・学生指導に生かすことができる学生情報の

効果的な共有、活用を検討する。 

保健センターや学年会での情報を共有し、

適切な指導にあたれるように取り組んで

いる。しかし各所からの情報が効果的に共

有・活用されていない部分が課題である。 

Ｂ 

② 

【学生生活】 

・研究室・保健センターや学生相談室と連携

し、学生支援の充実を図る。欠席が多い、配

慮が必要などの学生を把握し、支援する。 

・新型コロナウイルスの状況に応じて形態を

検討・改善し、大学行事（英語スピーチコン

テスト、ディベート大会）を、できる限り従

来に近い状態で実施できるようにしていく。 

・配慮のいる学生の対応は個別に状況が異

なっているので、それぞれに適切な対応

ができるように、保健センター・教学課

と連携をはかり方向性を定めた。 

・英語スピーチコンテストを 7/5(水)第 2

講時に実施したが課題が多かった。ディ

ベートは 2 研究室合同で 11 月末に実施

した。 

Ｂ 

③ 

【自治会活動】 

・自治会役員の下級生の増員を図る。 

・トキガク祭は、感染対策に配慮しながら飲食

を伴う模擬店を実施する。 

・学生の主体性を生かし、トキガク祭や様々な

行事や取り組みを活性化する。 

・人数が増員されたことにより、役割に人

数を確保できた反面、情報共有が出来ず

らかった。 

・トキガク祭では飲食を伴う学祭を実施し

た。課題はあったが大きな事故はなく実

施することができた。 

・今後は大学だけではなく、短大とも年間

行事や取り組みについて検討する。 

Ｂ 

④ 

【ボランティア】 

・地域のボランティア情報を状況に応じて提

供し、参加を呼びかける。

・ボランティア活動に対しての各種補助金の

活用を、積極的に進める。 

・ボランティアサークルのグループライン

を活用し、積極的に参加を呼び掛けた。

例年以上に多様なボランティアの機会

を与えることができ、また参加者も多く

なった。 

Ａ 

次年度の課題

今年度は学生生活・授業態度での課題が多くみられた。対処的な取り組みだけではなく、大学全体と

して学生とどのように関わっていくのかについて、意識を共にしていきたい。 

－ 6－
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04．研究部 

令和５年度の目標

研究活動のさらなる活性化を図り、授業内容充実への取り組みを進める。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

①

【研究紀要】 

・投稿論文数の増加を図り、研究紀要を充実

させる。掲載論文公開の取り組みをさらに進

める。 

・論文数は、9 編（昨年度 11 編）の投稿応

募があった。 

（査読論文は 2 編） 

Ｂ

② 

【授業研究】 

・全教員による公開授業を実施するととも

に、授業力向上のための研修を行い、FD に資

する。 

・「公開研究授業」を春期に行い、36 の授業

が公開された。 

・本学教員による「授業力向上研修」を秋期

に実施した。 

Ｂ 

③ 

【授業アンケート】 

・アンケートの実施によって、教員の意識と

教育の質の向上を図る。 

・調査結果を分析し、その結果を報告すると

ともに授業改善に活用していく。 

・春期の授業アンケートを実施し、その結果

の分析と報告を実施した。専任教員のアンケ

ート結果とコメントを学生にも公表した。 

・秋期の授業アンケートも同様に実施をし

た。 

Ｂ 

④ 

【キャンパスライフに関するアンケート】 

・アンケートの回答数をさらに増やす取り

組みを進める。 

・学生の満足度向上につながるよう調査結

果を分析・報告し、教育活動と教育環境の改

善に積極的に活用していく。 

・アンケートの回答を促す呼びかけを続け

たが、今年度は 60.8％の回答率であった。 

・結果を速やかに公表し、学生の要望や不満

を集約して対応を回答するとともに、問題点

も整理して伝えた。 

Ｂ 

次年度の課題

 研究活動の活性化を進め、授業内容充実のための新たな取り組みを検討する。

－ 7－
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05．入試部

令和５年度の目標

入試広報課および関係部署と連携して広報活動を強化し、来年度 130 名の入学者を確保する。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

① 

【入試選考・高大接続】 

・すべての入試選考を適正に実施する。 

・指定校推薦基準を見直し、受験者増を図る。

・入試の実施状況等を踏まえ、アドミッショ

ン・ポリシーに沿った入学者受け入れの検

証・改善と、入学者確保につながる経済的支

援制度の設計・改善に、継続的に取り組む。

・すべての入試選考を適正に実施した。 

・高校ごとの指定校推薦基準について入学実

績等を踏まえて微修正した。 

・入学予定者として、総合型（年内）69 名

（昨年 76 名）、指定校 22 名（昨年 30 名）、

公募 6 名（昨年同数）、一般（前期まで）1

名の合計 98 名（2/17 時点）を確保したが、

昨年（3 年次編入含め 117 名）を下回った。

Ｃ

② 

【ＯＣ】 

・ＯＣ来場者一人ひとりに丁寧に働きかけ、

満足度向上を図る。 

・学生スタッフの拡充と主体的参加を引き出

し、来場者対応力の向上を図る。 

・ＯＣ参加者数は高校生等（延べ）391 人（昨

年 460 人）、保護者 205 人（昨年 220 人）だ

った（放課後ＯＣを含む）。放課後ＯＣを追

加実施して一定の効果はあったが、年間Ｏ

Ｃ参加者総数は昨年度を下回った。 

・学生スタッフは意欲的に対応しており、来

場者の満足度は継続して高かった。 

Ｃ

③ 

【学校訪問・高大連携】 

・適時の高校訪問、積極的な高校ガイダンス

参加を通して本学をアピールし、OC 参加と

出願につなげる。 

・アクセスオンラインを積極的に活用して、

効果的な高校訪問・広報活動を行う。 

・連携校への広報活動を強化するとともに、

新規の連携校獲得を図る。 

・高校訪問を３期（5～6 月、9～10 月、11

～12 月）にわたって実施した。訪問時は

アクセスオンラインの情報を活用した。高

校ガイダンスには教職員合わせて 2/17 現

在 203 件(3 月末までに 225 件の予定)に参

加した。 

・13 校と新規に連携締結し、2/17 現在、公立

高校 33 校、私立高校 10 校と協定している。

Ｂ

④ 

【学生募集・大学広報】 

・キャンパスガイドなどの広報ツールをさら

に充実させ、高校生への訴求力を高める。 

・音楽基礎レッスンなどの地域貢献活動を通

した本学の広報に取り組む。 

・学生募集に精力的に取り組んだが、入学

定員数の確保には至らなかった。 

・地域の高校生向け音楽基礎レッスンを 2/10

までに 9回(3 月末までに 11 回)開講し、延

べ 25 名(昨年同時期 24 名)が参加した。 

・次年度向けキャンパスガイドは大短合同

の冊子制作を着実に進めている。 

Ｃ 

⑤ 

【大学・短大の入試広報統合】 

・大学短大の入試広報活動の円滑かつ効果的

な統合について協議し、実行に取り組む。 

・入試統合プロジェクト会議（2/5 時点で

計 24 回）を重ねて、大きく異なっていた

大短の方針・取組の共通化を最大限図り、

来年度入試・OC の実施概要をまとめた。

大短合同入試部会も 2回開催した。 

Ａ 

次年度の課題

・入学定員の確保（うち年内合格者 100 名以上）に向けて高校生及び高校への接触・広報を強化する。 

・短大と連携し、「大阪常磐会大学」への統合・再編を対外的に強くアピールする。 

－ 8－
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06．進路・実習指導部

令和５年度の目標

・学生のより豊かな実践的体験のための、適切な実習の実施を図る。

・進路が確かなものとなるように積極的な指導をしていく。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

①

【実習指導室】 

・保育・教育実習に向けての指導や進路につ

いて関連する科目と連携し、個別又は少人

数で指導を行う。 

・春期に日誌の書き方等への指導を進めた。秋

期にはチェックシートで業務に向けての施設

実習への認識が理解できるよう少人数での指

導を進めてきた。しかし丁寧な日誌の書き方に

不十分さが見られたり、消極的な実習態度を指

摘されたり等の課題が残っている。 

Ｃ 

②

【教職教育研究センター】 

・将来の進路に向けて1年次生からキャリア

教育を進める。 

・教員・公立保幼採用等進路の確保に向け

た、効果的な取り組みを行う。 

・基礎演習Ⅰ・Ⅱでキャリア教育を実施した。 

Ⅰでは 4年間のスケジュールの周知、Ⅱでは保

育教育の現場を理解すべく進路と向き合った。 

・基礎演習Ⅱのキャリア教育では大阪市教員

採用説明会を行い、3年次生を含め小学校では

55 名の参加があった。幼保では常磐会付属幼 3

園の「こども主体の保育の重要性」を学び、質

の高い保育について学ぶことができた。 

・小学校教採合格者は実数13名であり(前年度

9 名)、公立幼保の合格者も延 33 名を数えた。 

Ａ 

③

【実習】 

・実習に関係する指導の充実を図る。先修条

件の充足、教育実習の内諾について指導の

充実を図る。 

・円滑な実習ができる体制に努める。 

・2 月に実習協議会を実施する。 

・教育実習・保育実習に臨むための先修条件不

足の学生には注意喚起と共に指導を徹底した。

しかし施設実習Ⅰに向かえなかった学生が 10

名。指導の改善方法を考える必要がある 

・配慮を要する学生の掌握に努め、円滑な指導

体制の構築に向けて進行中である。 

・実習後の成績評価は、評価基準に従い、教員

同士が情報を共有し今後も的確な評価をして

いく。 

Ｂ 

④

【ボランティア】 

・進路を考えるためにボランティアを学生

に推奨する。現場での体験をより豊かにす

るため、早い時期からの参加を強く勧める。 

・短大付属園等との連携強化を図る。 

・教育実習のためのボランティアは、早い時期

からの参加の勧奨が結果に結びついている。 

・茨木高美幼稚園「夏祭り」のボランティアに

参加し好評を得た。科目等の連携によって、そ

こからのボランティアを呼び掛けていく。 

Ａ 

⑤ 

【進路支援センター】 

・教員と学生情報や就職情報を共有し、連携

して学生一人ひとりの想いを大切に進路指

導を進める。 

・就活に対し高い意欲で臨むように、進路ガ

イダンスの実施や就職フェア・ボランティ

ア活動の参加を促していく。 

・教採セミナー、採用試験への意欲を支え

る。 

・学生の多様な希望に対応し進路相談を進め

た。進路未定者への支援を行い、就職率 100％

を目指して取り組みを進める。 

・大阪府等の教員採用試験説明会及び、大阪市

教師養成講座特化説明会を本学で実施し、受験

に向けての意識を高めていく。 

・学力向上を目指し教採セミナー等の講座を

おこなった。 

Ａ 

次年度の課題 より良い実習指導ができるように教職員全員で意思統一して指導できるよう進める。

また、実習やボランティア・インターンシップなどを通して、学生が社会に興味を持ち、教員採用試験

等も含め就職活動への意欲を高めていくよう支援を充実させていく。
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07．人権教育推進委員会

令和５年度の目標

人権に関する意識・感覚の向上と能動的行動につなげる人権教育に取り組む。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

① 

【教育・研修の企画】 

・学生及び教職員を対象とした人権教育研

修会を企画し、開催する。 

・学生に対する人権啓発教材の研究及び啓

発活動を進める。 

・研修及び啓発活動にあたって、新型コロナ

ウイルス感染防止に留意しながらも、より学

びの深まる参加型の方法を検討する。 

・11 月 1 日(水)2 限目に、主に 1・2 回生の

学生を対象とした人権教育研修を、相馬

Mikako 氏をお迎えし、開催した。 

・当日は、新型コロナウイルス感染防止の観

点から対面及びオンラインを併用したハイ

フレックス型で実施した。 

・教職員を対象とした研修会については開

催することが出来なかった。 

Ｂ 

② 

【実践につなげる取り組み】 

・人権に対して能動的に行動する学生の育

成を目指し、学生らが人権教育の学びを実践

する機会について情報提供する。 

・平野区の人権に関する取組みやイベント

に学生の参加を促し、地域との交流を図る。 

・学生に向けた人権啓発や福祉的なボラン

ティア活動の機会を積極的に提供していく

ことを目指したものの、具体的な形にするこ

とが出来なかった。 

Ｃ 

③ 

【役割等の見直し】 

・短大との統合を視野に人権教育推進委員

会の、これまでの経緯を振り返り、会の役割、

規定などについて統合に向けて整理する。 

・他学の人権相談の窓口や、取り組み等につ

いて確認、調査分析を実施したものの、具体

的に、委員会内で共有・議論を深めることが

できなかった。 

Ｃ 

④ 

  

⑤ 

  

次年度の課題

・引き続き学生向けの研修会を開催するとともに、教員向けの研修会についても開催を検討する。 

・学生に具体的な活動の場を提供する。

－ 10 －
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08．自己点検 

令和５年度の目標

教職員の組織的協働を進め、大学の教育力を高める。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

① 

【大学評価】 

・教育研究活動の推進につながる自己点検・

評価を進めるとともに、今年度、外部評価を

受審する。 

・各期に分掌ごとに自己点検・評価を行っ

た。 

・日本高等評価機構の大学機関別認証評価

を受審した。基準項目はすべて「満たして

いる」であった。公表する「改善を要する

点」が 5 項目、参考意見が 3 項目あり、課

題が明らかになった。 

Ｂ

② 

【ＦＤ・ＳＤ】 

・教職員が協働して大学の教育力を高める。 

・各教員は、学生の能動的学習の取り組みを

積極的に進める。 

・組織的な SD 研修を行う。 

・教育力向上につながる FD 研修を行う。 

・８月 23 日 大短全教職員対象に、ロゴマ

ーク、キャッチコピーについて検討する統合

ワークショップが行われた。 

・公開授業を 6 月 12 日～23 日に実施した。 

・授業研修を 2 月 14 日に実施した。 

・3 月 27 日に障害のある方への合理的配慮

についての研修会を実施する予定である。 

Ｂ 

①

  

②

  

次年度の課題

① 認証評価において指摘された改善を要する項目について、組織的かつ計画的に改善を進める。

② 組織的な SD 研修のために、ニーズをとらえ、先を見通した計画立案をする。
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09．学生支援

令和５年度の目標

・関連部署と連携し、支援が必要な学生に対して適切な支援を行う。

・学生支援にかかる危機管理マニュアルの作成を検討する。

・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、学生が自分で健康管理できるように指導する。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

① 

【学生相談室】 

・研究室担当教員、保健センター、「そらい

ろ」事務室など各部署と連携し、情報の共

有を速やかに行い、学生を全学的にサポ

ートする。 

・要支援の学生に対するサポート体制を確

立する。 

・保健センターや教学課と協議をし、配慮や

支援に関して、ケースによっての対処方針を

フローチャート式にまとめた。また、配慮申

請などの関してのガイドラインを作成し、教

職員に周知をした。 

・要支援学生に対する支援の在り方も学生

相談室で協議の上、教職員で共有し、適切な

配慮支援につなげていけるようにしている。 

Ｂ 

② 

【カウンセリングケア】 

・実習、学生生活の必要に応じて、支援が必 

要な学生の情報を迅速かつ適切に関係部

署で共有する。 

・発達における課題や精神不安などで、実習

や学生生活において支援が必要な学生がい

るが、情報の共有がなされても、それに対す

る対応、対策が十分だとは言えない。 

Ｂ 

③ 

【保健センター】 

・昨年のＵＰＩ調査結果と、今年度のＵＰＩ

調査結果に顕著に変化がある学生や１回生

で健康調査の結果も併せて、気になる学生を

中心に面談等の対応をすすめていく。 

・保健センターに来室して相談する学生の

対応をするだけでなく、欠席しがちな学生に

声をかけるなどして、心に不安をかかえてい

る学生の早期発見対応を心がける。 

・保健センターだよりや保健センター前の

掲示等を通じて、生活習慣や免疫など保健に

関しての意識を高められるよう努める。 

・毎月の保健センターの個人別利用をもと

に、「そらいろ」との連携を深める。 

・ＵＰＩの調査結果で気になる学生につい

て報告し、先生方にも共通理解を図った。 

・実習前の問診票で、「精神的にしんどい」

にチエックのある学生を中心に 実習に

向けてだけでなく普段の生活においての

不安にも寄り添える機会を設けた。 

・コロナ禍における人間関係の変化等によ

り、心に不安をかかえている学生に対し相

談しやすい場作りを行った。 

・保健センターだより・保健センター前の掲

示・ホールなどの映像放映を通じて、生活

習慣・薬物乱用防止に対し意識を高めた。 

・学生一人ひとりについて「そらいろ」との

連携を深め、２つの立場でフォローしてい

る。又、学生相談室とも連携しながら『学

生支援』の体制づくりをすすめた。 

Ａ 

次年度の課題

・精神不安等（で欠席が多い）の学生についての対応を大学全体で合意形成をする必要がある。 

・学生が健康に不安を抱えた際に気軽に相談できるよう、保健センターとしての窓口の周知方法を検

討する。 

・支援が必要な学生に対して、学生相談室と連携しながら、保健センターの役割について検討する。 
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10．地域貢献

令和５年度の目標

平野区をはじめとして、大阪市、八尾市、松原市との地域提携をより充実させ、地域における大学の

役割を果たす。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

①

【地域貢献 Project】 

平野区をはじめ、大阪市、八尾市、松原

市との地域協定の強化を図る。

・平野区との地域貢献プロジェクトの会合

をもち、平野区との地域協定に基づく各種

の取り組みに参加する。

・喜連村史の会と連携した授業「喜連村フ

ィールドワーク」の充実

・「子育て支援事業」「子どもフェスタ」「健

康まつり」等に教員・学生を参加させる。 

(平野ミュージックステーション) 

・平野区学力サポート事業に学生を参加さ

せ、子ども共に学ぶ場とする。

(第９回子ども(小中)英語スピーチコンテス

ト) 

4 月 22 日４年ぶりのあかる姫まつり参加 

7/15 夢ナビライブ 2023 in Summer に参加 

7/23(日)子ども向けイベント『トキガクフェ

スタ』4 年ぶりに開催 

8 月平野区との地域協定に基づく会議を 

開き、各種取り組みについて確認した。 

（10 月トキガク祭 11 月平野区民まつり） 

11/4 第 159 回喜連村史の会とのコラボ例会 

11/18 平野区中学生・小学生英語スピーチコ

ンテスト開催。教員、学生参加 

12/16 平野ミュージックステーション(あお

ぞら音楽隊が参加)４年ぶり 

12/25 平野警察へ防犯ボランティアとして

参加  

2/13 平野警察署から啓蒙活動を表彰される 

2/22 平野西保育所にてあおぞら音楽隊発表 

Ａ 

② 

【こどもセンター】 

・子どもの遊び環境を整える 

（おもちゃ作りなど） 

新型コロナ感染拡大により抑制していたが、 

園庭あそび、伝承遊び、親子とあそぼ 1 歳さ

んなど地域にむけての子育て講座がリスタ

ート、イベント等含め徐々に活発に動き始め

た 

Ｂ 

③ 

【教育センター】 

・公開講座を開講し地域住民の生涯学習に

貢献する。 

・地域住民のニーズに応える講座を開講す

る。 

2 年前 10 月末よりリスタートしたが、 

講座によっては、定員を２倍オーバー 

抽選が出るほど人気が上昇中。今後も地域へ

のアカデミックな貢献を続けていく予定。 

Ａ 

次年度の課題

 地域貢献の活性化を進め、大学と地域との連携をさらに深める取り組みを続ける。 

－ 13 －
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11．現職支援

令和５年度の目標

・常磐会短期大学及び本学を卒業した現職はもとより、現場で勤務する教職員等の支援をする。

・支援された方々が、「常磐会で学んでよかった」と思える充実した研修内容に努めていく。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

①

【現職教育】 

・NPO「小学校教員の英語力を伸ばす会」と

協賛し、平野区の小学校を中心に夏休みな

どに、対面型の研修会を開催する予定であ

る。 

小学校英語では、文科省がデジタル教科書

を使うことを推奨したことに伴い、教員研

修の内容は「効果的なデジタル教科書の使

い方」に力点が置かれている。 

ＮＰＯとしては、教員の英語力の向上と共

に、上記も視野に入れた次年度以降の研修

会の在り方を模索している。 

Ｂ 

② 

【新たな学び】 

・教員免許更新制が発展的に解消され、新た

な制度に参加するために情報収集をして

いる。また、文科省の補助金応募研修コン

テンツを生かした研修提供の情報収集・登

録を進める。

・昨年度に引き続き、本学独自で行う小学

校・幼稚園(保育)教諭及び保育士を対象と

したオンライン講習「新たな学び」を開催

する。 

「新たな教師の学びのための検索システ

ム」に情報を集める。 

・常磐会学園大学・常磐会短期大学の所属教

員による 26 講習（うち、3 講習新規）を公

開している。受講者は 72 名（個人申込 2

名、団体申込 70 名（6園）の参加がある。

・教職員支援機構の検索システムに登録し、

幼稚園と認定こども園向けの処遇改善加

算Ⅱ対称講習の対象となっている。 

・文科省の補助金応募研修コンテンツにつ

いては検討したが、本学の現状で応募できる

内容ではなかった。

Ｂ

③

④ 

  

次年度の課題

昨昨年に続き、免許更新講習後の新たな研修については、本学独自のものとなり、受講生が少なかっ

た。今後、文科省の補助金応募コンテンツについて積極的に検討しながら常磐会学園大学・常磐会短期

大学の特色を生かした現職教師支援を考えていかなければならない。 

－ 14 －

24035056_令和5_教育研究活動の現状と課題_本文.indd   14 2024/04/15   13:41:26



- 15 - 

12．課題推進

令和５年度の目標

各課題を検討・推進し、大学の魅力を高める。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

①

【ICT 教育推進・ICT 委員会】 

令和の学びにふさわしい学修環境の整備お

よび教職員・学生におけるスキルの検討及び

育成。 

・教職員・学生における ICT（情報通信技術

の使い方）のスキルアップ 

・教育・保育現場における ICT の現状を把握

し、大学授業での活用を推進する。 

・ICT を推進するための学内環境等の整備 

・教職員・学生における ICT（情報通信技術

の使い方）のスキルアップについては、個人

では取り組みをしていたが、全体での取り組

みはできなかった。 

・11 月中旬から学生向けの Wi-Fi が開放さ

れた。 

Ｃ 

②

【多文化理解-英語を手がかりとして】 

学生が気軽に英語に接する環境を整え、多

文化理解の一助とする。 

・小学校実習の先修条件として、英検受験を

推奨した。 

・英語ネイティブスピーカーの教員に基礎

演習の特別講座、昼休みの英語サロンを担っ

ていただいた。 

・英検受験料の助成制度を整備した。 

これらの施策が十分機能したとは言えない

現状であった。 

Ｂ 

③

【海外研修】 

海外研修プログラムが、安心・安全で、学生

にとって実りある研修となるよう計画・実施

し、そのためのサポートを行う。 

・希望者が最小催行人数に達しなかったた

め実施されなかった。 
Ｃ 

次年度の課題

① 担当教員が教育・保育現場における ICT の現状を把握するべく研修する。授業での活用には重点を

選定し、計画的に進める。 

② 引き続き学生への周知を強め、大学の文化として根付くように努める。 

③ プログラムの魅力を発信し、経済支援の対象となっている学生を中心に確実に参加者を増やす。 

－ 15 －
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13．総務課

令和５年度の目標

〇101.102.301.302.303 講義室机・イス入替 

〇Ｗｉ-Ｆi開放工事 

〇アクティブラーニング室用タブレット購入 

〇2号館照明とグランド投光器 LED 改修工事 

〇2号館トイレ洋式化工事 

〇1〜3号館渡り廊下漏水改修工事 

〇3号館加圧給水ポンプ整備工事 

〇建築基準法第 12 条指摘事項改修工事（1号館屋上トップ防水補修工事、1〜3 号館浮きタイル補修他） 

〇修繕計画の作成と学園全体を通しての修繕 

〇受付業務、清掃作業、用務作業の整理 他

具体的な取り組み 進捗状況
評

価

① 

【備品・施設設備の整備】 

〇101.102.301.302.303 講義室机・イス入替 

〇Ｗｉ-Ｆi開放工事 

〇アクティブラーニング室用タブレット購入 

〇2号館照明とグランド投光器 LED 改修工事 

〇2号館トイレ洋式化工事 

〇1〜3号館渡り廊下漏水改修工事 

〇3号館加圧給水ポンプ整備工事 

〇建築基準法第 12 条指摘事項改修工事（1 号

館屋上トップ防水補修工事、1〜3 号館浮きタ

イル補修他） 

【済んだ整備】 

・101.102.301.302.303 講義室机・イス入替 

・2号館照明とグランド投光器 LED 改修工事 

・2号館トイレ洋式化工事 

・グランドウッドデッキの塗装 

・Ｗｉ-Ｆi開放工事 

・1〜3号館渡り廊下漏水改修工事 

・1,2 号館加圧給水ポンプの修理 

・1号館 1F 防炎シートの修理及び防火シャッ 

 ターの修理 

・外壁タイル浮き修繕 

（建築基準法第 12 条指摘事項改修工事の 

 一部） 

・3号館 5F 家庭実習室水栓更新工事 

（調理台の水栓が老朽化により一部取替まし 

 た。） 

【現在進行中の整備】 

・ロッカー棟雨漏りによる壁面改修工事及び 

 空調の更新工事 

〇1号館屋上防水トップコート塗装工事 

〇駐輪場塗装 

（建築基準法第 12 条指摘事項改修工事の 

 一部） 

【再検討する整備】 

・アクティブラーニング室用タブレット購入 

Ａ

－ 16 －

24035056_令和5_教育研究活動の現状と課題_本文.indd   16 2024/04/15   13:41:26



- 17 - 

世界的にマイクロソフトがタブレット等の販

売を中止しているため、入手困難になってい

ます。起案が通って、12 月に発注をしていま

すが、いつ入手できるかは、内田洋行の回答

待ちとなっています。 

・3号館加圧給水ポンプ整備工事 

来年度再検討します。（施設の中長期計画の見

直しをする） 

② 

【業務の整理】 

〇受付業務、清掃作業、用務作業の整理 

受付作業は、来年度からの実施に向けて研修

や業務改善を行っています。清掃作業・用務

作業も引き続き見直し、協力を行います。 

総務課職員協力して作業を進められました。 

Ａ 

③ 

【更新計画・修繕計画（短大との連携）】 

〇修繕計画の作成と学園全体を通しての修繕 

トイレの洋式化、LED の改修は、大短合同で

見積もりを取り、実施しました。2 月に総務

課が短大へと移転し、益々共通理解を深めて

改善したいと考えます。 

Ｂ 

次年度の課題

・1 号館リモコンスイッチシステム更新工事 

・受変電設備ガイシ取替、動力変圧器更新、電灯変圧器更新（電気精密点検時に実施）

・1 号館教室マイク設備の更新

・大短総務課の仕事の見直し 

－ 17 －
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14．教学課

令和５年度の目標

教務部、進路・実習指導部、学生部・保健センター等との情報共有を迅速化し、総合的に学生をサポート

する。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価

① 

【教務部、進路・実習指導部との連携】 

・学生の希望する免許・資格が取得できるよ

う、 

教務部、進路・実習指導部と情報共有を密に

し、履修登録の支援や免許・資格・卒業条件

等の履修状況把握やチェック体制を強化す

る。 

2 種免許の単位チェックを個別に依頼してく

る学生が増えている。大学として 2種免許をど

のような位置づけと考え学生に指導するのか、

共通理解が必要と考えている。 Ｃ 

② 

【学生対応】 

・窓口や兼任教員等からの情報を、即座に教職

員・保健センター・学生部（学生相談室）と

共有する。また、課内でも共有する。 

  

実習や授業の欠席状況等、得た情報を速やかに

関係部署・教職員に連絡するよう努めている

が、どこまでの内容を伝えるべきかを検討する

必要がある。 

実習では、実習先や学生との欠席等の連絡を 

どのように行うのが良いか、進路指導部と見直

しを行っている。 

Ｂ 

③ 

【学生部との連携】 

・教職を目指す学生としての自覚ある行動が

できるよう、学生部と常に情報共有を行う。

・自治会等、学生の自主的な活動や行事等の活

性化を支援する。

学生部や保健センターに限らず、必要なところ

に随時相談・情報共有を引き続き行う。 

Ｂ 

④ 

【トキガクポータル・教学システム】 

・学生に毎日お知らせおよびメールのチェック

をし、内容も確認するよう促す。 

メール受信できていないため、エラーメールで

戻ってくる学生に対し、アドレス変更をするよ

うに働きかけた。（2/21 成績発表時） 

それでも変更しない学生に対して、新年度以降

も働きかける予定。 

Ｂ 

⑤ 

【業務の効率化】 

・慣例で行っていた作業等で、不要なものがな

いか見直す。 

サークルについての業務を大幅に簡略化し、学

生にもサークル代表者会議で周知した。 

楽楽精算で、提出済の支出書等の履歴が確認で

きるようになったので、書類管理等を簡略化で

きないか、今後の状況を踏まえて検討する。 

Ｂ 

次年度の課題

 ・統合に向けての業務が膨大になることが予想されるため、通常業務を更に効率化する必要がある。 

・これまでより多様なサポートを必要とする学生が増加しているので、学生が求めてからではなく 

 兆候があった段階で支援できる体制を、関係部署と連携して整えたい。 

－ 18 －
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15．会計課

令和５年度の目標

経費申請の業務効率化のために、「経費精算システム」の導入および運用を目指す。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

① 

【業務見直し・合理化】 

「経費精算システム」の導入により、紙を不

要としたＷＥＢ決裁に移行する。 

経費精算システム「楽楽精算」の運用を開

始し、紙媒体の申請からＷＥＢ上での「申

請、承認、執行」のシステムを構築した。

電子帳簿保存法への対応とともに、事務管

理の効率化を促進した。 

Ａ

② 

【事務手続】 

・トキガクポータルを活用し、学費や各種費

用の納入期間、および書類提出期日の周知

徹底を図る。 

トキガクポータルを通じ、各種手続期間を周

知した。一部手続きが完了しない学生は教学

課および担当教員との連携により、手続きの

漏れがないようフォローをした。 

Ｂ 

③ 

  

④ 

  

⑤ 

  

次年度の課題

 証紙券売機を大学事務局付近に設置することで、手数料（各種証明書、教育実習費等）の支払いの都

度、学生が会計課まで移動する負担を軽減する。

－ 19 －
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16．入試広報課

令和５年度の目標

募集定員に加えて安定的な事業運営を可能とする入学者数 130 名の確保と入試の円滑実施

具体的な取り組み 進捗状況 評価

①

【広報活動】 

・保有する名簿とアドレスを活用した効果

的なアプローチ 

・在学生の協力による高校生への情報発信 

・在学者情報や接触者情報の共有による募

集活動の最大化 

・オープンキャンパス等のイベントに合わせ

て、告知チラシを作成の上ＤＭ送付するとと

もに、ラインやメールで告知を都度行った。 

・母校へのお礼メッセージを訪問時に持参す

る活動では、今年度より 2回生にも広げて実

施した。 

・データベース（ＡＯＬ）への情報追加をタ

イムリーに確実に行い、活用に努めた。

Ａ

②

【ＯＣ】 

・ＯＣチラシ(ＤＭ)送付、LINE による告知、体

験授業の事前告知、大阪南部の駅広告や外周

フェンスでの広報による動員増を図る 

・放課後オープンキャンパスなど多様な形態

による総接触者数の拡大

・都度の告知を継続実施できたが、分野志望者

の減少という募集環境の悪化もあり、動員増へ

の反映には至らなかった。 

・6、7 月および、9、10、11 月に放課後オープ

ンキャンパスを実施し、のべ 19 名の高校生と

の接触を図ることができた。（引続き継続中）

Ｂ 

③

【学校訪問・進路ガイダンス】 

・教員と入試広報課職員とが、高校訪問、各

種ガイダンスを分担して最大化を図り、高

校教員・高校生との接触回数増加と信頼関

係の向上により、入学者増につなげる

・高大連携協定を活用した入学者増を図る 

・高校訪問は昨年と同程度の規模にとどまっ

たものの、高校ガイダンスでは、4～10 月の同

時期比較で、96 校から 135 校へと接触機会増

につなげることができた。 

・13 校と新規に連携締結し、公立高校 33 校、

私立高校 10 校と協定締結。一般選抜中期まで

の時点で、協定校からの志願者は昨年 30 名に

対し、36 名となっており、入学者確保に一定寄

与した。

Ａ 

④

【入試選考】 

・入試方法・経済支援制度の変更に伴う事務

処理の適切な対応 

・入学金免除制度の拡充により、年内受験者

増につなげる 

・学校推薦型（指定校）の高校評定を見直し

早期の案内・発送を実施 

・入試準備、入試、成績処理～合格発表まで

を円滑に実施する 

・総合型選抜においては、型毎に応じた適切な

実施を行えた。 

・上述の募集環境の悪化もあり、拡充した入学

金免除制度による年内受験者の増加へと繋が

っていない。 

・一般選抜中期までの実施は適切に行えてい

る。 

・入学試験全般の実施については、円滑な実施

できている。

Ｂ 

次年度の課題

 入学定員確保に向けて、各項目の活動内容の効率化を図るとともに、精度をあげる。 

特に、協定校からの入学者増を図る。
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17．図書館運営委員会

令和５年度の目標

・特色ある図書館を目指す。

・利用者サービスの充実を図る。

具体的な取り組み 進捗状況 評価

①

【特色ある図書館】 

・絵本・児童書等、こども教育関連図書、今年

度は特に小学校関係図書の充実・整備を図

る。 

・実習関連図書を充実させる。 

・情報なかなかあがってこなかったが、 

小学校関係・実習関連図書について購入

を進めた。また、小学校の教科・幼保の 

領域に関する本も種類を増やした。 
Ａ

②

【主催行事】 

・教員選書会・学生選書会・絵本読み聞かせコ

ンテストの開催を予定。開催方法等について

は図書館運営委員会で検討する。 

・新たな取り組みとしてバルーンアート

講習会を行ったが、なかなか好評であっ

た。 

・教員選書会・学生選書会については、参

加者が減少しているので、実施方法の検

討を進める予定である。 

Ｂ 

③

【利用サービス】 

・貸出、レファレンス、調査研究支援、希望図

書購入を行う。 

・OPAC での検索は、検索キーワードを増や

し、少ない情報でも検索できるようにし

た。 

・レファレンスも積極的に行い、学生支援

を行った。 

Ａ 

次年度の課題

・福祉領域の担当教員と相談し、購入計画を立てる。 

・教員選書会・学生選書会の実施方法の検討。 
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Ⅱ 教員の研究分野・内容・実績 
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「教員の研究分野・内容・実績」について 

この章では本学の全専任教員の研究分野、研究内容を紹介し、本年度の教育研究活動の実績を教員ごとに表

にまとめている。 

本学 HP においても、本学の情報公開の形に合わせ、全専任教員の学位を記載している。 

また、教育活動については、授業担当教科に合わせて、その他の活動として本学の教育センターの公開講座

などについても記載している。 

なお、記載した授業担当教科以外にも、1 回生・2 回生のいずれかの担当となり、基礎学力の向上や論文執

筆の基礎、キャリア教育などを行う「基礎演習 I」「基礎演習Ⅱ」という授業も行っている。更に 3 回生、4 回

生の担当となり卒業論文執筆の指導に当たる「専門演習 I」「専門演習Ⅱ」の担当もしている。 

研究活動については、専攻分野、所属学会、研究課題と研究キーワード等を記載し、その教員の研究分野が

分かるようになっている。また、本年度の研究業績については、本年度に行ったものから代表的な研究活動の

みを記載している。更に、教育活動と研究活動以外に社会に貢献するような活動を行っている教員はそれも記

載している。 
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職名 教授 氏名 Ａｌｅｘ．Ｍ．林 学位 修士（文化学）

校務分掌 研究部(授業研究)、学生支援(海外研修)、入試問題作成委員、地域貢献

教育活動 

担当授業科目 

英語スピーチプレゼンテーション、リスニング・フォー・コミュニケーション、リーディングフォ

ーコミュニケーション・英語学演習、欧米の子ども文化、アクティブ・コミュニケーション、 

幼児英語教材研究、幼児英語実践論、中学英語、イフェクティブ・ライティング、英検 2級対策講

座

その他の活動 

地域密着型情報発信 FM 放送 DJ パーソナリティ平野区学力サポート事業（小学生・中学生のため

の英語スピーチコンテスト）監修大阪市英語授業サポート、全日本大学生英語スピーチコンテスト

審査委員

高校生・中学生英語プレゼンテーション指導研修委員、常磐会学園大学公開講座

研究活動 

専攻分野 
日米文化比較（言語・文化） 

プレゼンテーション（言語）

所属学会 大学英語教育学会、国際ビジネスコミュニケーション学会、日本英語授業研究学会 

研究課題 英語プレゼンテーション、英語ティーチング・メソッド、英語教材

研究キーワード プレゼンテーション、バイリンガリズム、キッズイングリッシュ、クロスカルチャー 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

中学英語リスニングテスト 単 令和 5年 9月 全日本模試  単 令和 5年 9月 全日本模試  

中学英語「主体的・対話的で深い学び×CLIL×

ICT×UDL」第 2版 
共 

令和 5年 11 月 大学教育出版 
共 

令和 5年 11 月 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

「英語スピーチの５つのエレメント」とは 単 令和 5年 6月 都留文科大学英文学会(都留文科大学) 「英語スピーチの５つのエレメント」とは 単 令和 5年 6月 都留文科大学英文学会(都留文科大学) 

第 52 回 天野杯 全日本大学生英語弁論大会 共 令和 5年 10 月 獨協大学 草加キャンパス 第 52 回 天野杯 全日本大学生英語弁論大会 共 令和 5年 10 月 

第 9回 平野区子供英語スピーチコンテスト 共 令和 5年 11 月 大阪市平野区役所 共 令和 5年 11 月 

第 72 回 全日本高校生英語弁論チャーチル杯 共 令和 5年 11 月 関西学院大学 共 令和 5年 11 月 

第 72 回 高崎市長杯英語弁論大会 共 令和 5年 11 月 高崎経済大学 共 令和 5年 11 月 

第 20 回 津田梅子杯争奪学生英語弁論大会 共 令和 5年 12 月 津田塾大学 小平キャンパス 共 令和 5年 12 月 

第 51 回龍谷大学学長杯争奪英語弁論大会 共 令和 5年 12 月 龍谷大学深草キャンパス 共 令和 5年 12 月 

「英語プレゼンテーションの実践」 単 令和 5年 12 月 大阪府立いちりつ高等学校（英語科） 単 令和 5年 12 月 

「Globalism。。。企業に最もインパクトを与える

英語 PR の方法とは？」 
単 

令和 6年 1月 学校法人大阪医科薬科大学 

高槻中学・高等学校  

社会貢献活動等 

活動内容等 

・全日本社会人・大学生英語弁論大会審査委員長・全日本高校生英語弁論大会審査委員長 

・大阪市平野区子ども英語スピーチコンテスト監修・審査委員長・高校生・・大学英語教育学会(元

社員)・大学英語教育学会（学術論文審査・査読委員）・地域密着型情報発信 FM 放送 DJ 大学公開

講座 
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職名 講師 氏名 井上 敏孝 (イノウエ トシタカ) 学位 博士 (学校教育学) 

校務分掌 入試部 新しい学習プログラム検討委員会 人権教育推進委員会 ２年次指導 

教育活動 

担当授業科目 社会 社会科教育法 日本国憲法 交流教育の指導 生涯学習論 総合演習教職Ⅱ 介護等体験実習 等

その他の活動 兵庫教育大学 非常勤講師 

研究活動 

専攻分野 日本史・アジア史・教科教育学関連

所属学会 
台湾史研究会・社会系教科教育学会・日本社会科教育学会・日本家政学会・日本技術史教育学会・

日本インターンシップ学会・日本教育情報学会・日本産業技術史学会・史訪会 等

研究課題 歴史学の視点を組み込んだ社会科教材開発及び授業構想力の育成

研究キーワード 台湾史 社会科教育 教科教育学 人材育成 土木史 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

戦前の日本に持ち込まれた果物時計の歴史について 単 2023 年 5 月   『農耕と園芸』78(2)、pp.64-67 単 2023 年 5 月   『農耕と園芸』78(2)、pp.64-67 

日窒鉱業株式会社江迎鉱業所の架空索道と石炭積込装

置について 
単 2023 年 5 月 『鉱山』76(4)、pp.40-45 単 2023 年 5 月 

福昌公司による青島港築港工事と同港拡張計画 単 2023 年 5 月 『東洋史訪』(30)、pp.55-69 単 2023 年 5 月 

日本統治時代基隆に建設された水族館の沿革 単 2023 年 5 月 『博物館研究』58(6)、pp.27-32 単 2023 年 5 月 

戦前の打狗(高雄)港で建設された特殊な港湾荷役設備

について 
単 2023 年 5 月 『港湾荷役』3(68)、pp.307-313 単 2023 年 5 月 

戦前のタイで台湾はどのように紹介されていたの

か？？  
単 2023 年 5 月 『タイ国情報』57(3)、pp.97-108 単 2023 年 5 月 

日本統治時代台湾での避難港建設に関する一考察 単 2023 年 7 月 『燈光』68(4)、pp.38-47 単 2023 年 7 月 

台湾における酒精生産について 単 2023 年 9 月 『農業および園芸』98(9)、pp.755-758 単 2023 年 9 月 

北米バンクーバーに運ばれていた台湾バナナ 単 2023 年 10 月 『果実日本』78(10)、pp.82-85 単 2023 年 10 月 『果実日本』78(10)、pp.82-85 

嘉義製材所における木材運搬設備 単 2023 年 11 月 『森林技術』(979)、pp.26-29 単 2023 年 11 月 『森林技術』(979)、pp.26-29 

戦前の南洋群島における丹野久助氏の活躍 単 2023 年 11 月 『燈光』68(6)、pp.33-45 単 2023 年 11 月 『燈光』68(6)、pp.33-45 

戦前のタイで満洲はどのように紹介されていたのか 単 2023 年 11 月 『タイ国情報』57(6)、pp.89-95 単 2023 年 11 月 『タイ国情報』57(6)、pp.89-95 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

戦前の小笠原諸島二見港の位置づけと築港工事が果た

した役割 
単 2023 年 7 月 史訪会第 30 回学術討論会  単 2023 年 7 月 

教育DX下の教員養成課程における情報通信機器の活用

に関する一考察 ―社会科教育法での実践事例― 
単 2023 年 10 月 

日本社会科教育学会第 73 回全国研究大

会 オンライン開催 
単 2023 年 10 月 

群山港と朝鮮米―河川港における浮桟橋の建設― 単 
2024 年 3 月 

(予定) 

日本技術史教育学会関西支部 2023 年度

研究発表講演会  

社会貢献活動等 

活動内容等 

史訪会副会長兼編集委員長・日本技術史教育学会関西支部 幹事(企画)・史訪会及びアジア探訪研究所共同研究

プロジェクトリーダー・近鉄文化サロン講師・アジア探訪研究所 研究所員・公益財団法人日本教育公務員弘済

会 令和 5 年度日教弘奨励金・常磐会学園「新たな学び」・常磐会学園大学社会教育センター公開講座講師  
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職名 教授 氏名 植原 和彦（ウエハラ カズヒコ） 学位 学士（経済学）

校務分掌 図書館館長

教育活動 

担当授業科目 
「学校経営と学校図書館」「学習指導と学校図書館」「学校図書館のメディアの構成」「教育原理」 

学校の危機管理 教育課程論 

その他の活動 岸和田市教育委員会教育長職務代理   岸和田市緑化協会監事 

研究活動 

専攻分野 学校図書館 就学前教育、生涯学習

所属学会 学校図書館学会 関西教育学会

研究課題 幼稚園、小学校、中学校の連続性について、学校図書館の活用とアクティブラーニング

研究キーワード 学校図書館  主体的な学び    幼小連携

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

保育福祉小六法 共 令和５年４月 みらい社 共 令和５年４月 みらい社 

役立つ保育・教育用語集 共 令和５年４月 大阪教育図書 共 令和５年４月 大阪教育図書 

   

      

      

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

      

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

   

社会貢献活動等 

活動内容等 

岸和田市教育委員会教育長職務代理  

岸和田市教育委員会教育委員 

岸和田市公園緑化協会監事 

大阪健康保育評価委員 

大阪調理師専門学校評価委員  

すこやか認定こども園第三者評価委員 

岸和田市教育委員会教育長職務代理 
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職名 講師 氏名 大隅 敏明（オオスミ トシアキ） 学位 修士（情報学） 

校務分掌 教務部 ハラスメント防止対策相談員 ICT 教育推進委員会 

教育活動 

担当授業科目 

情報基礎演習Ⅰ 情報基礎演習Ⅱ 総合演習教職Ⅰ 

プレゼンテーション演習 ウェブデザイン演習 

保育の ICT 活用 情報モラルと情報セキュリティ 

その他の活動 

研究活動 

専攻分野 情報教育 

所属学会 情報文化学会、教育システム情報学会 

研究課題 学校教育におけるプログラミング教育の在り方の考察 

研究キーワード 教育のデザイン、科目デザイン、大学教育、支援システム 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

      

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

ICT を活用した絵本の読み聞かせ 

-「保育の ICT 活用」における授業実践- 

単 令和 6年 3月 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学 単 令和 6年 3月 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

      

      

   

社会貢献活動等 

活動内容等 
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職名 教授 氏名 岡（宮薗）美佳 学位 博士（文学） 

校務分掌 
研究部、図書館運営委員会、教養教育検討委員会、ハラスメント防止対策相談員、学生募集、1年

次指導 

教育活動 

担当授業科目 
国語科教育法（書写を含む）、小学国語（書写を含む）、コミュニケーション基礎、言語表現法、 

読書と豊かな人間性、児童文学研究、基礎演習Ⅰ、専門演習Ⅰ・Ⅱ、保育実践演習Ⅱ（分担）

その他の活動 
新たな学びオンライン受講コンテンツ「「おおきなかぶ」を視点とした幼児期から学童期以降への学びの接続」

（幼稚園・小学校両教諭受講可能）を担当 

研究活動 

専攻分野 日本近代文学・国語教育

所属学会 
日本近代文学会、日本近代文学会関西支部、日本文芸学会、阪神近代文学会、日本キリスト教文学

会、日本キリスト教文学会関西支部、日本国語教育学会、日本保育者養成教育学会

研究課題 近代文学における教師像、近代文学におけるキリスト教の表象

研究キーワード 近代文学、夏目漱石、文化表象

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

「坊っちゃん」論考――中学校と師範学校、帝

国大学と高等師範学校の関係に着目して―― 
単 

2024 年 3 月 「日本文芸学」第 59 号 
単 

2024 年 3 月 

総合演習保育Ⅱの科目における学生の協同意識

を考える－班活動による催しもの創作活動を通

して― 

共 2024 年 3 月 「研究会誌」（常磐会学園乳幼児研究

会）第 40 号 
共 2024 年 3 月 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

「坊っちゃん」論考――中学校と師範学校、帝

国大学と高等師範学校の関係に着目して―― 
単 

2023 年 6 月 日本文芸学会創立六〇周年記念第五九

回全国大会（於:フェリス女学院大学） 
単 

2023 年 6 月 

三浦綾子「新約聖書入門」――70 年代における

書籍販売対象層の拡大に着目して―― 
単 

2023 年 10 月 日本キリスト教文学会中部支部 2023 年

度秋の研究会（web 開催） 
単 

2023 年 10 月 

保育士養成カリキュラムの系統性を意識した協

同意識の育成の試み 共 

2024 年 3 月 日本保育者養成教育学会第 8回研究大

会（web 開催 主催校：東京家政大

学） 

社会貢献活動等 

活動内容等 

日本キリスト教文学会関西支部運営委員、日本文芸学会常任理事、全国国語国文学会「文学・語

学」編集委員、日本近代文学会関西支部「関西近代文学」編集委員、近代部会世話役 

2023 年度 社会福祉法人 清和会 幼保連携型こども園清和こども園評議員 
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職名 准教授 氏名 笠川 武史（カサガワ タケシ） 学位 修士（芸術学）

校務分掌 
学生部、学生相談室、リメディアル教育検討委員会、高大接続検討委員会、進路支援センター

運営委員会、実習指導担当者会議、2年次指導

教育活動 

担当授業科目 
図画工作科教育法、総合演習教職Ⅱ、教育実習事前・事後指導、保育表現指導、幼児と造形表現、

絵本の指導、保育内容(表現Ⅱ)、教職実践演習 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 芸術学(日本画) 図画工作,造形表現  

所属学会 

社団法人 日展(第 1科日本画) 会友、新日春展 会友、京都日本画家協会会員、 

日本画研究団体「東丘社」会員 

全国大学造形美術教育教員養成協議会、全国保育士養成協議会、日本保育者養成教育学会 

研究課題 日本画、保育・教職の現場で活用できる造形表現力と指導力の向上 

研究キーワード 日本画、岩絵の具、技法、表現、感性 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

なし     

      

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

令和 5 年度『トキガクフェスタ』の実践報告

～舞台発表を通しての地域貢献～ 

 共 令和 6年 3月 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学  共 令和 6年 3月 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学 

学生が考えている幼児期の表現活動について  共 令和 6年 3月 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学 学生が考えている幼児期の表現活動について  共 令和 6年 3月 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

第 7回 新日春展 入選 単 令和 5年 4 月 新日春会 単 令和 5年 4 月 新日春会 

東丘社 61 回展 京都府知事賞 単 令和 5年 5月 日本画研究団体 東丘社 単 令和 5年 5月 日本画研究団体 東丘社 

第 10 回 日展(第 1科 日本画) 入選 単 令和 5年 10 月 社団法人 日展 単 令和 5年 10 月 

令和 5 年度『トキガクフェスタ』の実践報告

～舞台発表を通しての地域貢献～ 

共 令和 6年 3月 日本保育者養成教育学会第 8回研究大会 共 令和 6年 3月 日本保育者養成教育学会第 8回研究大会 

学生が考えている幼児期の表現活動について 共 令和 6年 3月 日本保育者養成教育学会第 8回研究大会

社会貢献活動等 

活動内容等 ・泉佐野市民展 日本画・洋画・平面作品の部  審査員   
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職名 教授 氏名 加藤 達雄（カトウ タツオ） 学位 修士（教育学）

校務分掌 
教務部、自己評価委員会、ICT 教育推進委員会、教務連絡協議会、新しい学習プログラム検討委員

会、地域貢献プロジェクト、学生募集、実習指導室、両学長室会議 

教育活動 

担当授業科目 
体育科教育法、保育内容（健康）、ウェルネスの科学、保育表現指導、児童と健康、総合演習教職Ⅰ 

その他の活動 公開講座「キッス運送教室」「シニア運動教室」 

研究活動 

専攻分野 健康・スポーツ科学 

所属学会 
日本体育学会、日本体力医学会、日本バイオメカニクス学会、日本ウォーキング学会、保育者養成教

育学会、日本トレーニング学会 

研究課題 運動あそびの習熟、幼児・児童・青年の体力・健康観、性教育 

研究キーワード 運動学、バイオメカニクス、健康 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

 なし     

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

令和 5年度『トキガクフェスタ』の実践報告～

舞台発表を通しての地域貢献～ 
共 

令和 6年 3月 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学 
共 

令和 6年 3月 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学 

学生が考えている幼児期の表現活動について  共 令和 6年 3月 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学 学生が考えている幼児期の表現活動について  共 令和 6年 3月 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

令和 5年度『トキガクフェスタ』の実践報告～舞

台発表を通しての地域貢献～ 
共 

令和 6年 3月 日本保育者養成教育学会第 8 回研究大

会 
共 

令和 6年 3月 日本保育者養成教育学会第 8 回研究大

学生が考えている幼児期の表現活動について 
共 

令和 6年 3月 日本保育者養成教育学会第 8 回研究大

会 

令和 6年 3月 日本保育者養成教育学会第 8 回研究大

社会貢献活動等 

活動内容等 

・常磐会学園教育センター公開講座講師「キッス運送教室」「シニア運動教室」 

・大阪市平野区健康まつり実行委員会委員 

・香芝市まちづくり提案活動支援事業審査委員・副会長 

・香芝市子ども・子育て会議委員・会長 

・香芝市保育事業者選定委員・会長「令和 5年度香芝市小規模保育事業者選定に係る香芝市保育事

業者選定委員会」 

・平野区公募型プロポーザル選定委員「令和６年度大阪市平野区における新たな地域コミュニティ

支援事業外２事業に係る選定会議 」 
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職名 准教授 氏名 坂口 静子(サカグチ シズコ) 学位 学士 (教育学)

学務分掌 
進路・実習指導部部長    実習指導室運営   こどもセンター運営委員会 

  常磐会学園乳幼児研究部会   進路支援センター部会

教育活動 

担当授業科目 
幼児教育課程論、保育方法論、保育実習指導Ⅱ、保育実習Ⅱ、総合演習保育Ⅰ・Ⅱ 

保育実践演習、教育実習、幼稚園教育実習事前事後指導 

その他の活動 
実習指導室業務  教育保育実習の手引き・実習日誌作成業務  こどもセンター運営委員   

乳幼児教育研究会運営委員  進路・実習指導部  進路支援センター長 

研究活動 

専攻分野 子ども学（子ども環境学）

所属学会 日本心理学会  日本保育学会  日本保育者養成教育学会

研究課題 認定子ども園が本格化する現状の中、よりよい保育者としての質とはどうあるべきかを研究する。

研究キーワード 保幼小連携  地域連携  預かり保育  子育て支援 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

      

論文  

児童文化財としての教材づくりから 

乳幼児の学びを考える 

～エプロンシアターと絵本作りを通して～ 

共 2023 年 4 月 常磐会学園大学研究紀要第 24 号 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

保育士養成カリキュラムの系統性を意識した協同意識

育成の試み 
 共 

2024 年 3 月 9

日 

日本保育者養成教育学会第 8回研

究大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 ・大阪市立豊里第二保育所 園内研修会講師（定期） 
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職名 教授 氏名 佐谷 力（サタニ ツトム） 学位 経済学士 

校務分掌 運営部会  研究部長  ＦＤ委員会  学生相談室  大学評価委員会  将来構想検討委員会  

教育活動 

担当授業科目 私たちと人権  学校教育相談  教採セミナー

その他の活動 

研究活動 

専攻分野 教育学 

研究課題 カウンセリングの考え方を生かした教育実践 

研究キーワード カウンセリング 信頼関係づくり 教育相談 生徒指導 人権  

著書   

書名 単/共 発行年月 発行所 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

社会貢献活動等 

活動内容等 

＜令和５年度 講演会・研修会講師＞ 

・大阪府小学校・中学校教員 初任者研修 

・大阪府高等学校・支援学校教員 初任者研修 

・大阪府小学校・中学校教員 10 年経験者研修   

・大阪府高等学校・支援学校教員 インターメディエイト研修 

・柏原市立学校管理職研修 

・寝屋川市小学校・中学校教員 初任者研修 

・寝屋川市小学校・中学校教員 10 年経験者研修 

・枚方市小学校・中学校教員 ３年目研修 

・東大阪市小学校・中学校・高等学校教員 初任者研修 

・堺市小学校・中学校・高等学校教員 学校教育相談研修 

・大阪府立淀川工科高校教職員研修会 

・帝塚山学院中・高等学校教職員研修会  

・京都府精華町保育所職員研修会 

・奈良国際中・高等学校教職員研修会 

・南河内幼稚園連盟講演会 

・大阪私学指導生徒指導連盟講演会 

・八尾市「青少年育成と家庭教育支援市民大会」講演会 

・NPO 熊取こどもとおとなのネットワーク講演会 

・常磐会学園育友会講演会 
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職名 教授 氏名 荘司 泰弘（ショウジ ヤスヒロ） 学位 博士（教育学）

校務分掌 
進路・実習指導部、リメディアル教育検討委員会、こどもセンター運営委員会、乳幼児教育研究

会、学生募集、実習指導室、1年次指導

教育活動 

担当授業科目 

幼児と環境、総合演習教職Ⅰ、保育内容総論、保育内容（環境）、保育者論、保育内容（人間関係） 

その他の活動 

日本自然保育学会会長、日本ペスタロッチー・フレーベル学会理事、日本乳幼児教育学会論文査読

委員、

研究活動 

専攻分野 幼児教育 

所属学会 日本ペスタロッチー・フレーベル学会、日本自然保育学会、日本乳幼児教育学学会

研究課題 フレーベルの教育遊具

研究キーワード フレーベル、教育遊具、こども園、自然保育

著書 フレーベル教育遊具の研究 

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

  

社会貢献活動等 

活動内容等 
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職名 専任講師 氏名 白川 晴美(シラカワ ハルミ) 学位 修士 (教育学)

学務分掌 学生 ICT 教育推進委員会 １年次指導 常磐会学園乳幼児研究部会   

教育活動 

担当授業科目 
保育実習指導Ⅱ 保育実習Ⅰ・Ⅱ 総合演習保育Ⅰ 保育実践演習 保育の計画と評価 総合演習

教職Ⅱ 幼児と人間関係 幼児と環境 教職実践演習 

その他の活動 実習指導室業務 乳幼児教育研究会運営委員 日本メディカル福祉専門学校 非常勤講師 

研究活動 

専攻分野 幼児教育・社会福祉 

所属学会 日本保育学会  日本保育者養成教育学会 日本自然保育学会 日本乳幼児保育者学会

研究課題 異年齢保育、子どもを尊重する為の環境や人間関係についての研究

研究キーワード 子どもの権利 子どもの最善の利益 異年齢保育 多様性 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

      

      

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

・保育実践演習における授業内容の検討 

―受講学生の意識から― 
単 

2024 年 3 月 常磐会学園乳幼児教育研究会  
単 

2024 年 3 月 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

親子参加型フェスタにおける実践からの学び 
単 

2024 年 3 月 9

日 

日本保育者養成教育学会第８回研究大

会 

社会貢献活動等 

活動内容等 
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職名 准教授 氏名 中村 哲也 （ナカムラ テツヤ） 学位  教職修士 （専門職） 

学務分掌 運営部 学生部（学生部長） 自己評価委員会 ICT 教育推進委員会 ハラスメント防止対

策委員会 カウンセリングケア 保健センター運営委員会 学生相談室 高大接続検討委員

会 実習指導室 教採・公立幼保対策センター   

教育活動 

担当授業科目 
こども学 教育制度論 教育実習事前事後指導（幼・小）総合演習教職Ⅱ  

ボランティア実習 生活科教育法 教職実践演習  

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 教育学 教育方法学   

所属学会 
日本生活科・総合的学習教育学会 日本教育方法学会 日本学校心理士会 日本教育カウンセリン

グ学会 日本ピア・サポート学会 日本協同教育学会 

研究課題 小集団を活用した協同的・対話的な学習活動の実践方法 

研究キーワード 生活科・総合的な学習の時間 協同学習 グループ・ワーク アクティブ・ラーニング  

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

授業のおける「めあて」の提示につい

ての調査・考察 

―中学校教員のアンケート調査より― 

単 2023/4 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学 単 2023/4 研究紀要 第 24 号 常磐会学園大学 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

総合的な学習の時間の学習指導案にお

ける児童観の分析 

共 2023/6 日本生活科・総合的学習教育学会 第３２回 

全国大会 神奈川大会 

共 2023/6 

小中学校の総合的な学習の時間ではど

のように「課題の設定」をしているのか 

共 2023/6 日本生活科・総合的学習教育学会 第３２回 

全国大会 神奈川大会 

共 2023/6 

授業における自己調整学習の促進に向

けたリフレクションと学習者間コミュ

ニケーションの重要性―授業における

「ふり返り合い」の実践― 

単 2023/11 日本協同教育学会第 19 回大会 単 2023/11 日本協同教育学会第 19 回大会 単 2023/11 日本協同教育学会第 19 回大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・平野みんな食堂パイオニア スーパーバイザー 

・平野区関連地域行事への参加（平野区民祭り・あかる姫祭り・平野区社協ボランティアセンター祭り等） 

・岸和田市生涯学習審議会委員（副委員長） 

・きょうどう・探究型授業づくり研究会主催 

・令和５年度大東市教育改善会議出席  

・授業改善研修指導助言 大東市立深野中学校・四条畷市立四条畷西中学校 

－ 37 －

24035056_令和5_教育研究活動の現状と課題_本文.indd   37 2024/04/15   13:41:30



38 

職名 准教授 氏名 昇 慶一（ノボリ ケイイチ） 学位  学士 （法律学） 

学務分掌 
学長補佐 入試部長 運営部会 大学評価委員会 ＩＣＴ教育推進委員会 海外研修   

高大連携推進委員会 実習指導室 教採・公立幼保対策センター 入試統合プロジェクト会議 

教育活動 

担当授業科目 
子育て支援  社会的養護Ⅰ  社会的養護Ⅱ  子どもの生活と権利  介護概論 

保育実習指導Ⅲ  保育実習Ⅲ  公立幼保チャレンジ講座（春・秋） 

その他の活動 
保育実習（施設）の実習施設調整担当 

公立幼稚園教諭・保育士採用試験対策サークル（「たまごサークル」）顧問 

研究活動 

専攻分野 社会法学（児童福祉分野）   

所属学会 子どもアドボカシー学会 日本子ども虐待防止学会 児童福祉法研究会 児童養護研究会 

研究課題 児童福祉現場における子どもの権利保障 

研究キーワード 子どもの権利  児童虐待  社会的養護  司法福祉 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

児童養護施設における独立訪問アドボ

カシーの実践報告 －大阪モデルの現状

と課題－ 

単 令和 5年 8月 子どもアドボカシー学会第 2回研究大会 単 令和 5年 8月 子どもアドボカシー学会第 2回研究大会 

子どもアドボカシーの基礎的理解 単 令和 5年 11 月 日本子ども虐待防止学会第 29 回学術集会滋

賀大会 

子どもアドボカシーの基礎的理解 単 令子どもアドボカシーの基礎的理解 単 令

社会貢献活動等 

活動内容等 

子どもアドボカシー学会 理事・子どもアドボケイト養成講座講師 

社会福祉法人千里聖愛保育センター 理事、NPO 法人子どもアドボカシーセンターOSAKA 理事 

社会福祉法人泉大津市社会福祉協議会 評議員、社会福祉法人月の輪学院 評議員・賞罰委員会委員 

苦情解決第三者委員（社会福祉法人和泉乳児院、社会福祉法人永寿福祉会、社会福祉法人泉大津市

社会福祉協議会、社会福祉法人武田塾、社会福祉法人月の輪学院） 

各種団体研修・講座講師（児童養護施設花園精舎職員研修会、大東市児童虐待防止連絡会議研修

会、子どもアドボカシーセンターKYOTO 主催市民向け講座、名古屋市児童虐待防止研修会、児童養

護施設武田塾職員研修会） 

令和６年度平野区広報紙「広報ひらの」企画編集等業務委託契約に係る業者選定委員 
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職名 教授 氏名 ビル・ロッケンバッハ 学位 修士（数学） 

校務分掌 学生部  海外研修、学生部 

教育活動 

担当授業科目 
英語Ⅰ・Ⅱ     英語Ⅲ     実用英語    英語文学講読

専門演習Ⅰ    基礎演習Ⅰ・Ⅱ(英語授業)

その他の活動 

教科書・受験用の教材の校正と作成

常磐会学園教育センター公開講座（講師）

常磐会短期大学の「新たな学び」（講師）

研究活動 

専攻分野 英語教育 

所属学会 全国語学教育学会（JALT）  Computer Society (affiliate of IEEE)

研究課題 英語（発音・語彙・文法）教育で利用できるソフトの研究と開発

研究キーワード 英語教育 発音 語彙 文法 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

CREATIVE English Communication III 
共 

2024 年 2 月 

←検定合格 

第一学習社 
共 

2024 年 2 月 

←検定合格 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

  

社会貢献活動等 

活動内容等 
・
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職名 教授 氏名 丸井 理恵（マルイ リエ） 学位 修士（教育学）

校務分掌 
入試部 高大接続検討委員会、教職教育研究センター、進路支援センター運営委員会 

地域貢献プロジェクト

教育活動 

担当授業科目 
音楽表現（器楽合奏）、音楽科教育法、保育表現指導、幼児と音楽表現、総合演習教職Ⅰ・Ⅱ  

音楽演習ⅠA・ⅠB、ⅡA・ⅡB、ⅢA・ⅢB、ⅣA・ⅣB   

その他の活動 音楽基礎レッスン、入学前ピアノ指導 

研究活動 

専攻分野 音楽（器楽）

所属学会 全国大学音楽教育学会、日本保育者養成教育学会、日本保育学会、JPTA（日本ピアノ教育連盟）

研究課題 保育・教職の現場で活用できるピアノテクニックの指導法と教材開発

研究キーワード 
音楽表現、ピアノテクニック、タッチタイピング奏法、伴奏法、ML（ミュージック・ラボラトリ）

システム

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

      

      

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

学生の弾き歌いに対する苦手意識について 

～歌詞とリズムに着目して～ 

 単 令和 6年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 24 号  単 令和 6年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 24 号 

令和 5年度『トキガクフェスタ』の実践報告 

～舞台発表を通しての地域貢献～ 

 共 令和 6年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 24 号  共 令和 6年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 24 号 

 共 令和 6年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 24 号  共 令和 6年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 24 号 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

令和 5年度『トキガクフェスタ』の実践報告 

～舞台発表を通しての地域貢献～ 

 共 令和 6年 3月 保育者養成教育学会第 8回研究大会  共 令和 6年 3月 保育者養成教育学会第 8回研究大会 

学生が考えている幼児期の表現活動について  共 令和 6年 3月 保育者養成教育学会第 8回研究大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・全国大学音楽教育学会関西地区学会役員     

・大阪府立夕陽丘高校同窓会「清香会」役員 

・大阪府立夕陽丘高校音楽科後援会「紫陽会」役員
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職名 教授 氏名 山崎 徳子（ヤマサキノリコ） 学位 博士（人間・環境学） 

校務分掌 学生部、学生相談室、人権教育推進委員会、カウンセリングケア、実習指導室、こどもセンター、 

教育活動 

担当授業科目 
保育の心理学、子どもの理解と援助、特別支援教育論、子ども家庭支援の心理学、 

保育実習指導Ⅰ、保育実習Ⅰ 

その他の活動 
ボランティアサークル、 自治会担当 

研究活動 

専攻分野 発達心理学  保育学 

所属学会 発達心理学会  保育学会 

研究課題 子どもの自己の形成、発達障害がある子どもの自己の形成、 発達相談を通した子育て支援 

研究キーワード  自閉症 自己の形成  関係発達  間主観性  発達障害 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

「家族の流儀」を大切にする支援 共著 令和 6・2 金子書房 共著 令和 6・2 金子書房 

      

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

      

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

自閉症のある子どもの子育てに「家族の流儀」

は どのように影響するのか(10) 

共 令和 6・3 ラウンドテーブル 話題提供 

日本発達心理学会 

共 令和 6・3 ラウンドテーブル 話題提供 

   

社会貢献活動等 

活動内容等 

通年 

堺市 早期支援員派遣事業 

常磐会短期大学付属いずみがおか園 キンダ―カウンセリング 

和歌山県橋本市図書館協議会委員 

NPO 法人アサヒキャンプ 理事 

講師 

日本高等教育評価機構 評価員 

淑徳大学発達臨床研究センター 第 48 回発達臨床研修セミナー 講師 

京都大学博士学位論文公聴会 外部委員 
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職名 准教授 氏名 山田 義則 （ ヤマダ ヨシノリ ） 学位 修士（教育学）

校務分掌 進路実習指導部

教育活動 

担当授業科目 
特別支援教育論 保育実習指導Ⅰ 保育実習Ⅰ  保育実習Ⅲ 保育実習指導Ⅲ 

特別支援教育の指導  障害児保育Ⅰ 教育心理学  

その他の活動 

研究活動 

専攻分野 特別支援教育 発達心理学

所属学会 日本発達障害学会 日本臨床発達心理士会 日本学校心理士会

研究課題 発達障害および自閉症スペクトラム障害児者の社会適応

研究キーワード 自閉症スペクトラム障害 発達障害 社会スキル 社会適応 行動変容 発達

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

  

社会貢献活動等 

活動内容等 

通年 

大阪府立住ノ江支援学校 学校運営協議会委員 

大阪市立常盤幼稚園 園内委員会アドバイザー 

大阪市立城東幼稚園 園内委員会アドバイザー 保護者相談会 

大阪市立銅座幼稚園 園内委員会アドバイザー  

大阪市立生魂幼稚園 園内委員会アドバイザー   

大阪市立桃園幼稚園 園内委員会アドバイザー   

大阪市立味原幼稚園 園内委員会アドバイザー 

大阪市立菅南幼稚園 園内委員会アドバイザー 

大阪市立九条幼稚園 園内委員会アドバイザー 

大阪市立三軒家西幼稚園 園内委員会アドバイザー 

大阪市立日吉幼稚園 園内委員会アドバイザー
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職名 教授 氏名 山本 元子（ヤマモト モトコ） 学位 修士（文学） 

校務分掌 入試部 入試問題作成委員  人権教育委員 

教育活動 

担当授業科目 

中学校教科教育法（英語）Ⅲ・Ⅳ   教育実習事前・事後指導（中学）  教育実習（中学） 

小学英語科教育法  小学校英語  異文化間コミュニケーション  英語音声学 

コミュニケーション英文法   英語Ⅳ 

その他の活動 
常磐会学園・平野区共催 英語講座講師（NPO 小学校英語教員の英語力を伸ばす会講師） 

大阪市教育振興基本計画グローバル事業 指導講師（英語関連） 

研究活動 

専攻分野 英語教育学、英語学 

所属学会 日本教育学会、大学英語教育学会、関西英語教育学会、英語教育総合学会  

研究課題 

・小学校で英語を指導する教員を対象とした効果的な研修の構築と実践はどうあるべきか 

・教員養成系大学における国際理解教育のあり方について  

・中学校・高校での英語指導（主に英文法や音声の指導）について 

研究キーワード 国際比較（日韓の英語教育）、小学校英語、中学校英語教育、小・中連携、教員研修、国際理解教育 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

前置詞“to”と“for”の指導について ─中

学校・高等学校での指導への提言─ 

‐英語学論説資料第 55 号 第 3分冊 語法・

史的研究・英学‐ 

単 

令和 5年 11 月 論説資料保存会 

単 

令和 5年 11 月 

Let’s review and learn! 共 令和 5年 4月 デザインエッグ 共 令和 5年 4月 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

小学校英語デジタル教科書と教員養成 単 令和 5年 9月 英語研究会 ATELAS NL77 号 単 令和 5年 9月 英語研究会 ATELAS NL77 号 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

  

社会貢献活動等 

活動内容等 

・英語教育研究団体 ATELAS 事務局長  

・NPO 小学校教員の英語力を伸ばす会 事務局長  

・大学英語教育学会 関西支部海外の外国語教育研究会会員 

・日本教育学会 近畿地区会員 

・高校生対象出張講座講師 （対象：大阪府立高校等） 

・大阪市学力アップサポート事業 教員対象指導講師
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職名 教授 氏名 吉田 健（ヨシダ ケン） 学位 修士（人間科学） 

校務分掌 運営部会 評価担当部長  ICT 委員会  ICT 教育推進委員会  

教育活動 

担当授業科目 
情報メディア論  情報社会と倫理  マルチメディア演習 

学校 ICT 活用  私たちと文化  総合演習教職Ⅰ  

その他の活動 

研究活動 

専攻分野 教育工学 

所属学会 日本教育工学会、日本科学教育学会 

研究課題 学習者の能動的な学習を引き出す学習メディアの活用 

研究キーワード 能動的学修、メディア、情報リテラシー 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

  

社会貢献活動等 

活動内容等 ・箕面市立北小学校校区青少年を守る会運営委員 
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Ⅲ 授業評価 
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１．授業アンケートの概要と結果

本学の自己点検・評価の一環として、教員が自身の教授技術の向上、及び担当する授業の改善に資するため

に学生による授業評価をアンケート調査で行っている。授業アンケートの対象となっているのは、本学で開講

されている全ての授業である。しかし、実習系の授業や複数教員が共同で行っている授業の一部、及び、出席

者数 10 名未満のクラスは実施していない。出席者数 10 名未満のクラスで実施しない理由は、人数が少ないと

学生の匿名性が保証されず、アンケートの回答に影響する恐れがあるからである。

 質問項目はすべての授業で共通となっている（表 1）。

表 1：アンケートの質問項目

質問項目 
そう思う 

やや 

そう思う 

あまり 

そう思わない 
そう思わない 

4 3 2 1 

Ａ．あなた自身について     

(１) 毎回の授業に熱心に取り組んだ。 4 3 2 1 

(２) 毎回の授業に対して予習・復習を心がけた。 4 3 2 1 

(３) 自ら発言や質問をするなど、積極的に授業に参加した。 4 3 2 1 

(４) 授業を受講して、新しい知識・技能を得た。 4 3 2 1 

(５) 将来に、学習した成果を活かすことが出来る。 4 3 2 1 

Ｂ． この授業について     

(６) 授業は興味や関心のもてる内容だった。 4 3 2 1 

(７) 授業の難易度や進行のスピードは適切だった。 4 3 2 1 

(８) テキストやプリント、映像資料等、教材の使い方が効果的だった。 4 3 2 1 

(９) 教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと守っていた。 4 3 2 1 

(10) 教員は意見の発表など学生の参加を促していた。 4 3 2 1 

(11) 教員は私語などで授業を妨げる行為に適切に対応していた。 4 3 2 1 

(12) 総合的に、満足のいく授業だった。 4 3 2 1 

 回答の選択肢については尺度を 4 段階（④そう思う③ややそう思う②あまりそう思わない①そう思わない）

としている。集計は専門の業者で行い、結果は学生への成績発表後に教員に示される。また、自由記述の項目

として、「1．授業の良かったところ」「2．改善して欲しいところ」の 2 項目を設定しており、その結果は集約

され全て教員に提示される。 

 学生への結果の公表は、アンケート結果とともに各教員が授業改善の具体的な方法などをコメントとして掲

示する方法を採っている。また、さらにアンケートや授業改善についての意見を研究部で集約している。 

 今年度の授業アンケートは、春期は 7月 10 日（月）～24 日（月）、秋期は 12 月 19 日（火）～1月 17 日（水）

に実施した。 
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学生による授業評価アンケート

令和 5 年度 春期 （のべ人数 ３３４７人）                   各問の平均

       ４ そう思う ３ ややそう思う ２ あまり思わない １ 思わない           （４点満点）      

2053

1533

1688

2092

2119

1902

1850

1893

2218

2029

1985

1864

1162

1247

1260

1085

1055

1113

1144

1122

954

1028

1095

1140

112

467

328

129

136

235

238

221

118

210

176

233

17

96

62

33

27

94

112

107

52

74

86

105

3

4

9

8

10

3

3

4

5

6

5

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．毎回の授業に熱心に取り組んだ。

2．毎回の授業に対して予習・復習を心がけた。

3．自ら発言や質問をするなど、積極的に授業

に参加した。

4．授業を受講して、新しい知識・技能を得た。

5．将来に学習した成果を活かすことが出来る。

6．授業は興味や関心のもてる内容だった。

7．授業の難易度や進行のスピードは適切だっ

た。

8．テキストやプリント、映像資料等、教材の使

い方が効果的だった。

9．教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと

守っていた。

10．教員は意見の発表など学生の参加を促し

ていた。

11．教員は私語などで授業を妨げる行為に適

切に対応していた。

12．総合的に、満足のいく授業だった。

4点 3点 2点 1点 無回答

1

2

3

4

1.熱心に取り

組んだ

2.予習・復習

3.積極的に参加
4.新しい知識・

技能

5.学習した成果

を

活かす

Ａ．学生自身について
分類
全体

1

2

3

4

6.興味・関心

のもてる内容

7.難易度や進

行スピード

8.教材の使い

方

9.開始時刻・

終了時刻
10.参加の促し

11.私語などへ

の

対応

12.総合満足

度

Ｂ．この授業について
分類
全体

今年 昨年

1 3.57 3.54 

2 3.26 3.10

3 3.37 3.25

4 3.57 3.55

5 3.58 3.55

6 3.44 3.48

7 3.42 3.46 

8 3.44 3.46

9 3.60 3.62

10 3.50 3.52 

11 3.49 3.49

12 3.43 3.47 
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令和５年度 秋期 （のべ人数 ２９４７人）                  各問の平均

       ４ そう思う ３ ややそう思う ２ あまり思わない １ 思わない           （４点満点）

1740

1301

1441

1804

1792

1683

1650

1677

1904

1754

1714

1646

1112

1235

1198

1031

1030

1063

1062

1055

914

998

1062

1102

77

344

262

94

103

162

178

162

99

156

122

144

16

65

43

16

18

36

52

49

25

35

45

49

2

2

3

2

4

3

5

4

5

4

4

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．毎回の授業に熱心に取り組んだ。

2．毎回の授業に対して予習・復習を心がけた。

3．自ら発言や質問をするなど、積極的に授業

に参加した。

4．授業を受講して、新しい知識・技能を得た。

5．将来に学習した成果を活かすことが出来る。

6．授業は興味や関心のもてる内容だった。

7．授業の難易度や進行のスピードは適切だっ

た。

8．テキストやプリント、映像資料等、教材の使

い方が効果的だった。

9．教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと

守っていた。

10．教員は意見の発表など学生の参加を促し

ていた。

11．教員は私語などで授業を妨げる行為に適

切に対応していた。

12．総合的に、満足のいく授業だった。

4点 3点 2点 1点 無回答

1

2

3

4

6.興味・関心

のもてる内容

7.難易度や

進行スピード

8.教材の使

い方

9.開始時

刻・終了時刻

10.参加の促

し

11.私語など

への

対応

12.総合満足

度

Ｂ．この授業について
分類
全体

今年 一昨年

1 3.55 3.54 

2 3.28 3.20

3 3.37 3.29

4 3.57 3.54

5 3.56 3.55

6 3.49 3.47

7 3.46 3.44 

8 3.48 3.45

9 3.60 3.60

10 3.52 3.50 

11 3.51 3.50

12 3.48 3.46 

1

2

3

4

1.熱心に取り

組んだ

2.予習・復習

3.積極的に参加
4.新しい知識・

技能

5.学習した成果

を

活かす

Ａ．学生自身について
分類
全体
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２．授業アンケート結果の分析

＜春期＞

これまで評価結果は、長い期間継続して前年度を上回っており、向上してきた。教員の授業づくりの努力が

反映されているとともに、学生の学ぶ意欲や態度への自己評価も高くなってきていた。しかし、今年度の春期

は学生の自己評価の向上を継続できているが、授業の内容等についての評価は全体的にやや低下している。 

具体的には、今年度春期は学生の学ぶ意欲や態度への自己評価「１～５」の全ての項目で前回より評価が向

上している。特に、これまで他の項目より一段低く、課題として考えられていた「２．毎回の授業に対して、

予習・復習を心がけた」が、他の項目に比べて大きく上昇している。秋期以後も、さらに「予習・復習」の必

要な授業づくりに努めたい。そのため、学習内容の定着と将来に生かせる力の育成を意識し、次回の学習内容

を予告し積極的に課題を提示する等、家庭学習の充実をはかることに全体で取り組みたい。 

授業内容に関しての項目は高い評価ではあるが、ほぼすべてが少し低下していることについて、一人ひとり

の教員の課題として受け止めたい。よく準備工夫された授業で高い評価を受けている教員も、前回の自分自身

の評価と比べての変化に目を向けて、現状に満足して留まることなくさらに学びのある授業づくりを継続して

もらいたい。納得のいく評価でなかった教員にも、学生の自由記述での具体的な指摘に目を向け、授業内容、

展開、学習規律等について見なおす機会としてもらいたい。 

個々の項目の評価についてもまとめておく。 

今回も春期の全ての項目の中で一番評価点が高かったのは、「9. 教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと

守っていた」である。この項目は、毎年一番評価の高い項目であるが、今春も全ての項目の中で一番高い評価

を得ている。ただ、自由記述の中には、「授業を早く終わってくれるのでよい」という意味の回答も見られ、そ

ういう状況が「授業をぎりぎりまでするのはやめてほしい」という、これまで見られなかった声にもつながっ

ていると思われる。学習内容と時間を十分に確保するためにも、授業開始時刻や終了時刻の厳守は各教員が意

識すれば確実に実行できることであり、今後もぜひ厳格な実施を教員全体で行いたい。 

もちろん時間だけを確保しても内容が伴わなければ、学習効果は期待できない。しかし、春期で２番目に高

い評価を得ているのが「５．将来に学習した成果を活かすことが出来る」であり、３番目が「４．授業を受講

して、新しい知識・技能を得た」である。これらの項目の高評価からは、「授業をしっかり受講することによっ

て、将来の現場で生かせる知識や技能を身に付けることができる」と、多くの学生が感じているといえる。特

に、本学が中心に据える保育や教育の分野においては、学びを将来に活かすという「実学」の要素が非常に大

切である。「知識・技能を得た」「将来に生かせる」と、学生が感じる授業内容を提供できているというのは保

育士や幼児教育・学校教育の教員を育てる大学として、重要な実践といえる。 

また、本学では「１０． 教員は意見の発表など学生の参加を促していた」の項目を重要に考えている。コロ

ナ感染の影響による「発言や話し合い活動の抑制」が求められる厳しい状況の中において、多くの教員が感染

防止に配慮・工夫しながら実施してきた。その取り組みは、本学の特長の一つとして外部にも広報されている。

ただ、自由記述で「（話し合いをするように言われても）テーマが曖昧、ねらいが不明で、何をすればよいのか

わからない」という指摘が一部見られた。ただ、話し合いをすることだけで成果や意味があるのではないこと

は共通理解されていると思うが、そういう指摘のほとんどは兼任講師の方への自由記述に見られた。もちろん

兼任講師の中にも学生の満足度の高い方も多いが、平均としては専任教員との間にほとんどの項目で明らかな

差がある。「公開授業」や「授業研修」など、授業力向上のための取り組みに兼任教員への積極的な参加を求め

たり、専任と兼任の交流会などにも授業に関する研修的な要素を入れていく必要があると考えられる。 
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＜秋期＞ 

秋期については、昨年度授業アンケートがなかったため一昨年度との比較になる。 昨年度がなかっただけ

いっそう一昨年度からの上昇幅は大きい。 特に２の項目「（学生自身の自己評価）毎回の授業に対して、予

習・復習を心がけた」と３の項目「（学生自身の自己評価） 自ら発言や質問をするなど、積極的に授業に参

加した」は一昨年度にその前年を下回っており懸念材料であったが、その分も今回は回復にプラスしてさら

に大きな上昇結果となっている。 

全体を見て、特に大きく上昇しているのは５、６、７、８の項目である。そして、今回一番上昇している

のは春期と同様に秋期でも「１０． 教員は意見の発表など学生の参加を促していた」である。コロナ感染防

止対策でアクティブラーニングの実施が控えられるようになった時期より前と比べても、評価が向上してい

る。そして、参加体験型授業の進め方や形態の幅も広がっていることが感じられる。 

学年で見ると、自己評価や授業への評価は１回生が一番高く、２回生３回生と学年が上がるにつれて評価

が厳しくなり、４回生が一番低くなっている。高校での授業との比較する段階（１回生）から、学年が進み

本学の授業に慣れていく中で評価の目が肥えて厳しくなっていくのかもしれない。 

３．教員のコメントから見える、今後の授業改善について

 授業アンケートの評価の対象となった本学専任教員からは、授業アンケートの結果について学生に対しての

コメントや授業改善に向けての具体的な方法などが公開されている。 

その中から、様々な工夫をしながら「参加体験型の授業づくり」を実践している姿や、それに対する学生の

指摘を真摯に受け止めてふりかえっていることのうかがえる多くのコメントの中からいくつかを選び、それぞ

れの教員の文章を一部抜粋して以下に掲載しておく。 

・授業内では、「交流教育」に関して実践的に学んでもらえたいという私自身の思い・ねらいから、遠隔授

業の中でも、頻繁にグループ学習の形態を変更したり、また判断の分かれるようなテーマや、すぐに答えの

出ないような課題を出すことが少なくなった。しかしながら、そのような課題に対しても参加学生は常に前

向きに学年の垣根を越えて積極的に交流する機会を持って、意欲的に取り組んでくれた姿が非常に印象的で

ある。また、集中するときは集中し、楽しむときは楽しむと、メリハリを持って授業に参加してくれていた

のではとの印象を受けた。 

授業中にわからなかった点や不明な点、授業方法に対する意見や疑問等についても毎時授業終了時に回収

するアンケート用紙に書いてくれていた。授業に対して非常に前向きに取り組んでくれる学生が多く見られ

たことも、授業者として、大変刺激を受けるとともに、1回 1 回の授業に、とてもいい緊張感を思って担当

させて頂けた。 

・指導案の指導について、模擬授業で取り上げる内容は学生によって異なるため、学生が取り上げる単元に

基づいて個別に指導し、提出された指導案については添削して学生に返却することにしている。一斉授業と

学生が模擬授業で取り上げる内容に応じた個別指導の二つの指導方法で指導案の作成指導が完成するシス

テムを取っているが、もしかすると「個別に質問に行く」こと自体に抵抗を感じている学生が多い可能性が

ある。 

一方、学生の指導案のレベルについては近年改善が著しく、以前のようにかなり手を入れて指導しなけれ
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ばならないということはなくなっている。そのため提出された指導案についてこちらが口うるさく改善につ

いて言う必要がないため、結果的にかえって学生にとって「先生は何も言わないけれどこれで良いのかな」

という不安を抱かせることになっているのかもしれない。 

・この授業は、これまでの表現活動の総括として、自分たちで計画・立案・作成・発表をする授業展開でし

た。数年ぶりに子どもたちの前で発表する事ができました。 

意見に「求めるクォリティと時間があっていない」「指導されていない」等の改善を求める意見が複数あ

りました。教員としては、自分たちで計画・実行していく事を求める授業であることを初回で示し、納得の

上で受講していたかと思っていますので、周知できなかったことは、改善が必要かと思います。 

限られた時間をみんなで協力していくことが大切だと思います。作業をしない学生がいたと嘆いている意見

もありましたが、自分たちで解決することではないでしょうか。現場でこのようなことがあった時の対応を

実践していると思ってくれると良かったかと考えます。 

・この授業は定期試験はなく評価においては模擬授業が一番ウエイトを占めることになります。模擬授業に

臨むための準備として、これまで習得した知識や技術を活用した上でのより自主的、自発的な取り組みを必

要としたことが、学生自身への評価に繋がっていると思います。自由記述では「基礎知識を身につけること

ができた。」「模擬授業の振返りをしっかりコメントしてもらえた。」「間違えても分かるまで対応してくださ

ったことが良かった。」とあり、模擬授業を通して音楽の授業をする上で理論と実技の両面において必要な

スキルを感じてもらえたなら幸いです。反面、改善点として「授業の内容が盛りだくさんで少しついていく

のが大変かなと思った。」という意見があったので、今後は授業の到達目標を含め、より具体的な授業スケ

ジュールをオリエンテーション時に提示するように心がけたいと思います。 

・模擬保育中心で授業を進めていきました。「子どもがやりたいと思える投げかけを工夫すること」 

「子どもの、または子ども役の学生の反応を見ながら、それに呼応させながら展開することが保育であるこ

と」「保育のねらいをしっかりと持って進行していくことが大切であること」など、大人がすべて考えて展

開させるのではなく臨機応変に対応することの大切さを学んでもらいました。また、「小学校の授業とは違

い、この遊びをしますという宣言保育ではないこと」も身をもって感じていただけたかと思います。立案は

とても大変だったかと思いますが、懸命に取り組んでくれていたことに授業者として感謝の気持ちでいっぱ

いです。緊張した状態での模擬保育検討会はやりがいがあったことだろうと思っています。実際に、実習訪

問に行った際に、友人のおこなった模擬保育責任実習としてやっていた学生がありました。うれしい思いを

しています。 

・教育制度論は、大学でのアクティブラーニングの型の実践例である。テキストの内容理解型の授業におけ

る学生が主体となって学んでいく授業形態を常に追求している。私自身が教育方法、特に協同教育の学会に

おける研究のテーマであり、その実践の授業である。グループでテキストを分担してフリップにまとめさせ

る。それをグループのメンバーに責任を持って教え理解させるようにする。その後その担当者から全体での

解説、教師の補足説明をした後、その時間の内容箇所から各自が重要と思う部分を 4 択問題として作成する。

問題を作成することによって、より思考力が鍛えられる。作成した問題を相互に出題し合う。そして最後に
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先生が作成したまとめ問題に取り組む。最終ゴールをその授業最後の確認テストで合格点をとること明確に

することによって、それまでのまとめや教え合い、問題作りや出題の仕合など学習活動に対して目的意識を

はっきりと持たせることができる。教師はテキストに載っていない経験的な知識や補足の説明をするが、90

分の学習のほとんどは学生の主体となる活動である。学生にとっては他の授業より活動量は大幅に多いが、

学生からの満足度は高い。 

・今回の授業においては、様々な保育の計画を理解し、指導案を立てるということを意図した。子どもの姿

を読み取り、計画を立てるということを大切にするために DVD を通して、子どもの姿や援助の在り方など丁

寧に観察をし、文章にして書きおこした。実際の保育の様子がわかってよかったとの学生の声もあった。解

説しながらその姿から読み取り、計画を立てていくということが学生にはわかりやすかったのではないかと

思う。 

  人とコミュニケーションをとる力は教員や保育士には必須であると考えている為、毎回授業の席をくじ引

きにし、いろいろな人と話せるようにした。アクティブラーニングとして、グループで話し合う機会も多く

もてるようにした。良かった点としていろいろな人と話し合えることや、先輩の話も聞けてよかったとの声

もあり、学生は参加しやすかったのではないかと思う。 
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Ⅳ キャンパスライフの調査 
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 「キャンパスライフに関する調査」は、本学に在学している学生の学生生活に対する満足度を図り、要望な

どを知ることを目的に毎年1回実施している。以前は、アンケート用紙に記入して提出する形式であったのが、

一昨年度からオンライン回答に変更した。今年度も、学生への告知の機会を増やすなどの工夫をして回答数の

回復が少し見られたが、まだ全体の３分の２程度の回答数である。全体的に記述による回答も減少している。

来年度も、より多くの学生からの回答を得られるようにさらに工夫したい。 

 実施については、全学生を対象に 11 月 27 日（月）～12 月 20 日（水）の期間で行った。アンケートの構成

は「1．今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について」「2．本学での学生生活について」「3．本学の施

設・設備について」「4．本学の好きなところ、満足なところ」となっている。「1．」～「3．」の設問は「あては

まる」～「あてはまらない」を「④」「③」「②」「①」の 4 段階の選択肢形式の質問と、それぞれに関する要望

について書く自由記述形式の質問を用意している。また「4．」は自由記述形式の質問だけで構成している。 

 回答者数は 1 回生 87 名、2 回生 56 名、3 回生 46 名、4回生 51 名、合計 240 名となっている。 

 このアンケートの結果については集計後全教職員に対して示され、各部署で関係する箇所のデータを分析し、

業務に生かすために活用されている。また、学生にも結果の概要と主な要望についての見解や取り組み状況等

について 1 月に全員に広報している。 

１．今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について

 この項目では今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について尋ねている。質問項目は以下に示すよう

になっている。 

(1) 学生参加形式の授業が多かった。 

(2) 予習や復習が必要な授業が多かった。 

(3) 方法や技術に工夫をしている授業や教員が多かった。 

(4) 興味や関心を持てる授業が多く設定されていた。 

(5) 計画的な履修が可能となるような時間割だった。 

(6) 履修登録は円滑な手続きができた。

結果は次に示す表のようになった。今年度の回答数が左に、昨年度の回答数が右に示されている。 

各設問の選択肢（ ④あてはまる ③ややあてはまる ②あまりあてはまらない ①あてはまらない ）

① 学生参加形式の授業が多かった

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 118 109 12 1 全体（235 名） 100 117 18 0

49.2% 45.4% 5.0% 0.4% 42.6% 49.8% 7.7% 0.0% 

1 回生（87 名） 49 35 3 0 1 回生（72 名） 32 35 5 0

56.3% 40.2% 3.4% 0.0% 44.4% 48.6% 6.9% 0.0%

2 回生（56 名） 27 26 3 0 2 回生（60 名） 22 36 2 0

48.2% 46.4% 5.4% 0.0% 36.7% 60.0% 3.3% 0.0%

3 回生（46 名） 17 25 3 1 3 回生（57 名） 27 24 6 0

37.0% 54.3% 6.5% 2.2% 47.4% 42.1% 10.5% 0.0%

4 回生（51 名） 25 23 3 0 4 回生（46 名） 19 22 5 0
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49.0% 45.1% 5.9% 0.0% 41.3% 47.8% 10.9% 0.0%

② 予習や復習が必要な授業が多かった

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 49 103 75 13 全体（235 名） 28 106 82 19

20.4% 42.9% 31.3% 5.4% 11.9% 45.1% 34.9% 8.1%

1 回生（87 名） 20 40 25 2 1 回生（72 名） 8 36 23 5

23.0% 46.0% 28.7% 2.3% 11.1% 50.0% 31.9% 6.9%

2 回生（56 名） 16 25 13 2 2 回生（60 名） 12 29 16 3

28.6% 44.6% 23.2% 3.6% 20.0% 48.3% 26.7% 5.0%

3 回生（46 名） 6 19 16 5 3 回生（57 名） 5 27 22 3

13.0% 41.3% 34.8% 10.9% 8.8% 47.4% 38.6% 5.3%

4 回生（51 名） 7 19 21 4 4 回生（46 名） 3 14 21 8

13.7% 37.3% 41.2% 7.8% 6.5% 30.4% 45.7% 17.4%

③ 方法や技術に工夫をしている授業や教員

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 81 122 31 6 全体（235 名） 53 125 53 4

33.8% 50.8% 12.9% 2.5% 22.6% 53.2% 22.6% 1.7%

1 回生（87 名） 33 44 9 1 1 回生（72 名） 18 35 18 1

37.9% 50.6% 10.3% 1.1% 25.0% 48.6% 25.0% 1.4%

2 回生（56 名） 20 28 6 2 2 回生（60 名） 10 40 9 1

35.7% 50.0% 10.7% 3.6% 16.7% 66.7% 15.0% 1.7%

3 回生（46 名） 7 27 10 2 3 回生（57 名） 14 29 13 1

15.2% 58.7% 21.7% 4.3% 24.6% 50.9% 22.8% 1.8%

4 回生（51 名） 21 23 6 1 4 回生（46 名） 11 21 13 1

41.2% 45.1% 11.8% 2.0% 23.9% 45.7% 28.3% 2.2%

④ 興味や関心を持てる授業が多い

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 80 116 37 7 全体（235 名） 59 128 40 8

33.3% 48.3% 15.4% 2.9% 25.1% 54.5% 17.0% 3.4%

1 回生（87 名） 31 46 8 2 1 回生（72 名） 18 39 14 1

35.6% 52.9% 9.2% 2.3% 25.0% 54.2% 19.4% 1.4%

2 回生（56 名） 18 26 10 2 2 回生（60 名） 14 38 4 4

32.1% 46.4% 17.9% 3.6% 23.3% 63.3% 6.7% 6.7%

3 回生（46 名） 10 25 9 2 3 回生（57 名） 16 27 12 2

21.7% 54.3% 19.6% 4.3% 28.1% 47.4% 21.1% 3.5%

4 回生（51 名） 21 19 10 1 4 回生（46 名） 11 24 10 1

41.2% 37.3% 19.6% 2.0% 23.9% 52.2% 21.7% 2.2%

⑤ 計画的な履修が可能となるような時間割

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 73 98 53 16 全体（235 名） 48 100 58 29
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30.4% 40.8% 22.1% 6.7% 20.4% 42.6% 24.7% 12.3%

1 回生（87 名） 31 39 14 3 1 回生（72 名） 17 30 17 8

35.6% 44.8% 16.1% 3.4% 23.6% 41.7% 23.6% 11.1%

2 回生（56 名） 17 18 15 6 2 回生（60 名） 9 27 19 5

30.4% 32.1% 26.8% 10.7% 15.0% 45.0% 31.7% 8.3%

3 回生（46 名） 7 27 8 4 3 回生（57 名） 10 22 13 12

15.2% 58.7% 17.4% 8.7% 17.5% 38.6% 22.8% 21.1%

4 回生（51 名） 18 14 16 3 4 回生（46 名） 12 21 9 4

35.3% 27.5% 31.4% 5.9% 26.1% 45.7% 19.6% 8.7%

⑥ 履修登録は円滑な手続きができた

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 72 103 52 13 全体（235 名） 56 106 59 14

30.0% 42.9% 21.7% 5.4% 23.8% 45.1% 25.1% 6.0%

1 回生（87 名） 26 42 16 3 1 回生（72 名） 21 31 17 3

29.9% 48.3% 18.4% 3.4% 29.2% 43.1% 23.6% 4.2%

2 回生（56 名） 18 24 10 4 2 回生（60 名） 12 30 14 4

32.1% 42.9% 17.9% 7.1% 20.0% 50.0% 23.3% 6.7%

3 回生（46 名） 9 18 15 4 3 回生（57 名） 9 24 18 6

19.6% 39.1% 32.6% 8.7% 15.8% 42.1% 31.6% 10.5%

4 回生（51 名） 19 19 11 2 4 回生（46 名） 14 21 10 1

37.3% 37.3% 21.6% 3.9% 30.4% 45.7% 21.7% 2.2%

 ＜授業科目、カリキュラムや履修登録＞の各質問項目については、前半が授業内容等について尋ねており、

後半はカリキュラムや履修登録に関する質問である。 

「① 参加体験（アクティブラーニング）」に係る項目については、以下に評価推移グラフをつけておく。グ

ラフの上から ④「あてはまる」～下に ①「あてはまらない」の％であり、年度変化もわかる。 
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「参加体験」に係る項目については、2020 年度はコロナ感染防止の視点から一部が遠隔授業になり、大学の

授業でもグループ討議が難しくなった中で評価が大きく下がっていた。それが、2021 年度は遠隔授業の時期が

長くあった中でも、各教員の工夫と努力により大きく回復した。2022 年度には、コロナ感染が広がる以前の

2019 年度よりも高い評価となった。今年度は、それがさらに向上し、肯定的な回答の割合が 94.6％ある。ア

クティブラーニングを重視した授業実践が、学生にも明確に認識され評価されている結果といえる。そして、

そういう参加体験型の授業実践が行えている背景には、授業研修や公開授業等を通じての全学的な研修計画と

実施があり、それを生かしての準備工夫を実践している各教員の努力の成果といえる。また、事務室や保健セ

ンターを中心に全学で継続して行われているきめこまやかな感染対策のおかげでもある。 

その他、「授業の工夫がある」や「興味関心が持てる」等の指導方法などに関する項目についても肯定回答

が 8 割を超えてきており、特に「あてはまる」の割合が 2022 年度より 10％程度上昇しており、ここにも教員

の工夫と努力がうかがえる。 

肯定的な回答割合が例年低く課題となっていた「予習や復習が必要な授業が多かった」の項目は、今年度は

肯定割合が 60％を超えた。特に「あてはまる」の割合が 10％程度であったのが 20％超に上昇している。授業

等の課題に追われている学生の様子をよく見かけるのは、「予習や復習」が各授業全体での取り組みとはなっ

てきている結果と思われる。 

数年前から全ての項目において肯定的な回答（「あてはまる」「ややあてはまる」）の割合が継続的に増加し

ていたが、２年ほど横ばいになっていた。それが、2022 年度から上昇傾向が見られるようになり今年度も継続

できている。 

「時間割や履修登録」の項目については、以前から否定的な回答（「あまりあてはまらない」「あてはまらな

い」）の割合がアンケート全体の中でも極めて多かったが、2020 年度・2021 年度と継続して評価は改善されて

きていたが、2022 年度はほぼ横ばいになった。それが、今年度は肯定的な回答割合が増加し 70％を超えた。

特に「あてはまる」の割合が 2022 年度より 10％前後上昇しており、満足度の向上が見られる。関係教員の工

夫と努力の反映と評価できる。 

しかし、学年ごとの差異を見ると、今年度も「履修登録」の項目について３回生の評価が一段と低くなって

いる。３回生に選択の仕方への不満や難しさがあるようだ。例年、自由記述にも「自分より下級生が登録され

ている」「実習・免許など、必要な人を優先にしてほしい」等と書かれている。４回生になると履修時の優先な

どがあるためか、不満は減少している。 

その他、自由記述の内容を見ると以前からと同じ内容の不満や要望として「同じ時間に取るべき科目が被っ

ている」「抽選をやめてほしい」「開講数・受講者の制限数を増やしてほしい」「計画的な履修ができない」「取

るべき科目・先修条件・卒業必修科目等をわかりやすくしてほしい」等が書かれている。学生自身の姿勢や問

題も一部あるとは考えられるが、これらの要望の中には履修登録の説明や手引きの工夫によって、よりわかり

やすく伝えられるものもあると思える。さらに改善できること必要のあることから、学生の声に応える取り組

みが継続して求められる。

２．本学での学生生活について

この項目では本学での学生生活について尋ねている。質問項目は以下に示すようになっている。 

(1) 研究室方式なので、気軽に教員と話し合っている。
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(2) 事務職員の対応に満足している。

(3) 休講・補講などの情報が分りやすく提供されている。

(4) 心身の健康管理のための相談室や保健室は利用しやすい。

(5) 採用試験対策の講座などのサポート体制が充実している。

(6) 実習やボランティアなどへの支援体制が充実している。

結果は次に示す表のようになっている。 

各設問の選択肢（ ④あてはまる ③ややあてはまる ②あまりあてはまらない ①あてはまらない ） 

① 気軽に教員と話し合っている 

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 153 65 17 5 全体（235 名） 127 74 25 9

63.8% 27.1% 7.1% 2.1% 54.0% 31.5% 10.6% 3.8%

1 回生（87 名） 50 29 7 1 1 回生（72 名） 38 18 13 3

57.5% 33.3% 8.0% 1.1% 52.8% 25.0% 18.1% 4.2%

2 回生（56 名） 34 16 4 2 2 回生（60 名） 27 24 6 3

60.7% 28.6% 7.1% 3.6% 45.0% 40.0% 10.0% 5.0%

3 回生（46 名） 26 16 2 2 3 回生（57 名） 27 25 3 2

56.5% 34.8% 4.3% 4.3% 47.4% 43.9% 5.3% 3.5%

4 回生（51 名） 43 4 4 0 4 回生（46 名） 35 7 3 1

84.3% 7.8% 7.8% 0.0% 76.1% 15.2% 6.5% 2.2%

② 事務職員の対応に満足している 

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 121 97 18 4 全体（235 名） 114 94 23 4

50.4% 40.4% 7.5% 1.7% 48.5% 40.0% 9.8% 1.7%

1 回生（87 名） 49 31 6 1 1 回生（72 名） 37 30 3 2

56.3% 35.6% 6.9% 1.1% 51.4% 41.7% 4.2% 2.8%

2 回生（56 名） 30 22 3 1 2 回生（60 名） 28 23 8 1

53.6% 39.3% 5.4% 1.8% 46.7% 38.3% 13.3% 1.7%

3 回生（46 名） 18 23 3 2 3 回生（57 名） 22 24 10 1

39.1% 50.0% 6.5% 4.3% 38.6% 42.1% 17.5% 1.8%

4 回生（51 名） 24 21 6 0 4 回生（46 名） 27 17 2 0

47.1% 41.2% 11.8% 0.0% 58.7% 37.0% 4.3% 0.0%

③ 休講・補講などの情報が分りやすく提供 

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 106 91 34 9 全体（235 名） 62 112 43 18

44.2% 37.9% 14.2% 3.8% 26.4% 47.7% 18.3% 7.7%

1 回生（87 名） 44 31 11 1 1 回生（72 名） 26 33 9 4

50.6% 35.6% 12.6% 1.1% 36.1% 45.8% 12.5% 5.6%

2 回生（56 名） 25 22 5 4 2 回生（60 名） 13 27 15 5

44.6% 39.3% 8.9% 7.1% 21.7% 45.0% 25.0% 8.3%
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3 回生（46 名） 16 19 8 3 3 回生（57 名） 13 29 10 5

34.8% 41.3% 17.4% 6.5% 22.8% 50.9% 17.5% 8.8%

4 回生（51 名） 21 19 10 1 4 回生（46 名） 10 23 9 4

41.2% 37.3% 19.6% 2.0% 21.7% 50.0% 19.6% 8.7%

④ 相談室や保健室は利用しやすい 

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 115 90 28 7 全体（235 名） 106 92 33 4

47.9% 37.5% 11.7% 2.9% 45.1% 39.1% 14.0% 1.7%

1 回生（87 名） 48 29 9 1 1 回生（72 名） 30 31 10 1

55.2% 33.3% 10.3% 1.1% 41.7% 43.1% 13.9% 1.4%

2 回生（56 名） 26 23 5 2 2 回生（60 名） 28 25 5 2

46.4% 41.1% 8.9% 3.6% 46.7% 41.7% 8.3% 3.3%

3 回生（46 名） 15 22 6 3 3 回生（57 名） 25 20 11 1

32.6% 47.8% 13.0% 6.5% 43.9% 35.1% 19.3% 1.8%

4 回生（51 名） 26 16 8 1 4 回生（46 名） 23 16 7 0

51.0% 31.4% 15.7% 2.0% 50.0% 34.8% 15.2% 0.0%

⑤ 採用試験対策のサポート体制が充実 

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 92 111 31 6 全体（235 名） 74 129 28 4

38.3% 46.3% 12.9% 2.5% 31.5% 54.9% 11.9% 1.7%

1 回生（87 名） 30 45 11 1 1 回生（72 名） 23 39 8 2

34.5% 51.7% 12.6% 1.1% 31.9% 54.2% 11.1% 2.8%

2 回生（56 名） 22 27 6 1 2 回生（60 名） 16 39 5 0

39.3% 48.2% 10.7% 1.8% 26.7% 65.0% 8.3% 0.0%

3 回生（46 名） 10 25 9 2 3 回生（57 名） 15 29 11 2

21.7% 54.3% 19.6% 4.3% 26.3% 50.9% 19.3% 3.5%

4 回生（51 名） 30 14 5 2 4 回生（46 名） 20 22 4 0

58.8% 27.5% 9.8% 3.9% 43.5% 47.8% 8.7% 0.0%

⑥ 実習などへの支援体制が充実 

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 96 116 24 4 全体（235 名） 75 122 30 8

40.0% 48.3% 10.0% 1.7% 31.9% 51.9% 12.8% 3.4%

1 回生（87 名） 41 39 7 0 1 回生（72 名） 22 41 8 1

47.1% 44.8% 8.0% 0.0% 30.6% 56.9% 11.1% 1.4%

2 回生（56 名） 21 29 6 0 2 回生（60 名） 17 34 6 3

37.5% 51.8% 10.7% 0.0% 28.3% 56.7% 10.0% 5.0%

3 回生（46 名） 14 26 4 2 3 回生（57 名） 15 28 11 3

30.4% 56.5% 8.7% 4.3% 26.3% 49.1% 19.3% 5.3%

4 回生（51 名） 20 22 7 2 4 回生（46 名） 21 19 5 1

39.2% 43.1% 13.7% 3.9% 45.7% 41.3% 10.9% 2.2%
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＜本学での学生生活＞の各質問項目については、ここ数年ほぼ全ての項目で肯定的評価が８割を大きく超え

ており、今年度もほぼ変わらない。 

特に「気軽に教員と話し合っている」という項目については毎年極めて高い評価を受けているが、今年度は

肯定的評価が 9 割を超えた。自由記述の内容を見ても、「先生が優しくて面倒をみてくれる」「身近で相談をし

やすい」等の声が多くある。特に、４回生の評価が極めて高い（「あてはまる」84.3％）のは、進路支援や卒論

指導等について進路指導にかかわる教員はもちろんゼミの教員も努力した結果と考えられる。 

「採用試験の対策サポート体制」についても、昨年度に評価が大きく向上したのに続いて今年も評価されて

いる。１、２回生にも評価されているのは、基礎演習等でも進路の講演会や情報提供を行い、公立幼保受験の

勉強会や春期夏期の「教採対策講座」の実施と参加の呼びかけなどの取り組みが反映された結果と考えられる。

今年は、特に４回生からの評価で「あてはまる」が 58.8％と６割近くになり、当然それは進路実績の結果（公

立幼保・小中学校教員採用試験）にもしっかり結び付いている。同様に「実習などへの支援体制」も、高い評

価を受けている。 

「事務職員の対応に満足している」も今年度は肯定的評価が 9割を超えている。きめ細やかに、学生の立場

になっての指導・支援を実践している結果である。また、「休講・補講などの情報が分りやすく提供されてい

る」についても、かつて非常に厳しい評価を受けていたが、ここ数年評価の向上が継続してきた。そして、今

年度は肯定的評価が初めて８割を超えた。自由記述での苦情も、ほとんど見かけなくなっている。事務職員が

学生の身になっての工夫と努力をしている成果といえる。

「相談室・保健室の利用」という項目についても、継続して高い評価を得ている。課題のある学生や様々な

支援を必要とする学生について親身になった非常にきめ細やかなかかわりと具体的な支援が行われている結

果からの評価である。 

以上の項目は、すべて学生に直接かかわる担当者一人ひとりの努力の結果が反映されるものであり、日常的

な学生支援の実践がしっかりできていることの表れと言える。 

しかし、上記の項目では回答できない「これまでになかった大きな不満」が、自由記述では語られている。

それは、上回生からの一部の１、２回生の授業態度や学生生活でのマナーに関わる苦情である。決して少数意

見ではなく、深刻な訴えである。この結果を受けて、各教員から具体的な授業の様子（指導の現状、学生の実

態）等のアンケートを取り、実態把握をしながら速やかな指導についての検討と実施を始めている。 

３．本学の施設・設備について

この項目では本学での学生生活について尋ねている。質問項目は以下に示すようになっている。 

(1) 図書館の施設・設備に満足している。 

(2) 学生食堂の施設・内容に満足している。 

(3) 講義室には学習に集中できる設備が整っている。 

(4) 友人と過ごしたり、休憩したりするスペースが充実している。 

(5) 自習のためのスペースや環境が整っている。 

(6) ピアノのスキルアップのための施設や設備が整っている。 

結果は次に示す表のようになっている。

各設問の選択肢（ ④あてはまる ③ややあてはまる ②あまりあてはまらない ①あてはまらない ）
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① 図書館の施設・設備に満足している 

 ＜今年度＞ ④  ③  ②  ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 128 91 18 3 全体（235 名） 115 96 14 10

53.3% 37.9% 7.5% 1.3% 48.9% 40.9% 6.0% 4.3%

1 回生（87 名） 44 37 6 0 1 回生（72 名） 36 26 6 4

50.6% 42.5% 6.9% 0.0% 50.0% 36.1% 8.3% 5.6%

2 回生（56 名） 28 26 2 0 2 回生（60 名） 29 24 3 4

50.0% 46.4% 3.6% 0.0% 48.3% 40.0% 5.0% 6.7%

3 回生（46 名） 22 16 5 3 3 回生（57 名） 24 28 4 1

47.8% 34.8% 10.9% 6.5% 42.1% 49.1% 7.0% 1.8%

4 回生（51 名） 34 12 5 0 4 回生（46 名） 26 18 1 1

66.7% 23.5% 9.8% 0.0% 56.5% 39.1% 2.2% 2.2%

① 学生食堂の施設・内容に満足している 

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 99 78 46 17 全体（235 名） 84 82 38 31

41.3% 32.5% 19.2% 7.1% 35.7% 34.9% 16.2% 13.2%

1 回生（87 名） 53 24 8 2 1 回生（72 名） 35 21 9 7

60.9% 27.6% 9.2% 2.3% 48.6% 29.2% 12.5% 9.7%

2 回生（56 名） 21 21 9 5 2 回生（60 名） 16 23 13 8

37.5% 37.5% 16.1% 8.9% 26.7% 38.3% 21.7% 13.3%

3 回生（46 名） 8 17 12 9 3 回生（57 名） 18 20 8 11

17.4% 37.0% 26.1% 19.6% 31.6% 35.1% 14.0% 19.3%

4 回生（51 名） 17 16 17 1 4 回生（46 名） 15 18 8 5

33.3% 31.4% 33.3% 2.0% 32.6% 39.1% 17.4% 10.9%

③ 講義室には学習に集中できる設備が整う 

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 104 105 29 2 全体（235 名） 80 121 31 3

43.3% 43.8% 12.1% 0.8% 34.0% 51.5% 13.2% 1.3%

1 回生（87 名） 41 36 10 0 1 回生（72 名） 27 38 6 1

47.1% 41.4% 11.5% 0.0% 37.5% 52.8% 8.3% 1.4%

2 回生（56 名） 25 24 7 0 2 回生（60 名） 23 29 6 2

44.6% 42.9% 12.5% 0.0% 38.3% 48.3% 10.0% 3.3%

3 回生（46 名） 17 20 7 2 3 回生（57 名） 17 29 11 0

37.0% 43.5% 15.2% 4.3% 29.8% 50.9% 19.3% 0.0%

4 回生（51 名） 21 25 5 0 4 回生（46 名） 13 25 8 0

41.2% 49.0% 9.8% 0.0% 28.3% 54.3% 17.4% 0.0%

④ 休憩したりするスペースが充実 

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 121 85 27 7 実施せず     

50.4% 35.4% 11.3% 2.9%     
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1 回生（87 名） 56 24 6 1     

64.4% 27.6% 6.9% 1.1%     

2 回生（56 名） 24 24 7 1     

42.9% 42.9% 12.5% 1.8%     

3 回生（46 名） 18 15 8 5     

39.1% 32.6% 17.4% 10.9%     

4 回生（51 名） 23 22 6 0     

45.1% 43.1% 11.8% 0.0%     

⑤ 自習のためのスペースや環境が整っている。 

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 121 91 22 6 全体（235 名） 104 105 20 6

50.4% 37.9% 9.2% 2.5% 44.3% 44.7% 8.5% 2.6%

1 回生（87 名） 50 31 5 1 1 回生（72 名） 37 32 3 0

57.5% 35.6% 5.7% 1.1% 51.4% 44.4% 4.2% 0.0%

2 回生（56 名） 29 24 3 0 2 回生（60 名） 26 27 5 2

51.8% 42.9% 5.4% 0.0% 43.3% 45.0% 8.3% 3.3%

3 回生（46 名） 17 16 8 5 3 回生（57 名） 22 26 7 2

37.0% 34.8% 17.4% 10.9% 38.6% 45.6% 12.3% 3.5%

4 回生（51 名） 25 20 6 0 4 回生（46 名） 19 20 5 2

49.0% 39.2% 11.8% 0.0% 41.3% 43.5% 10.9% 4.3%

⑥ ピアノのスキルアップのための施設や設備 

＜今年度＞ ④ ③ ② ① ＜昨年度＞ ④ ③ ② ①

全体（240 名） 148 78 14 0 全体（235 名） 134 84 13 4

61.7% 32.5% 5.8% 0.0% 57.0% 35.7% 5.5% 1.7%

1 回生（87 名） 59 26 2 0 1 回生（72 名） 50 19 3 0

67.8% 29.9% 2.3% 0.0% 69.4% 26.4% 4.2% 0.0%

2 回生（56 名） 32 22 2 0 2 回生（60 名） 39 18 1 2

57.1% 39.3% 3.6% 0.0% 65.0% 30.0% 1.7% 3.3%

3 回生（46 名） 24 19 3 0 3 回生（57 名） 23 26 7 1

52.2% 41.3% 6.5% 0.0% 40.4% 45.6% 12.3% 1.8%

4 回生（51 名） 33 11 7 0 4 回生（46 名） 22 21 2 1

64.7% 21.6% 13.7% 0.0% 47.8% 45.7% 4.3% 2.2%

 ＜本学の施設・設備＞の各質問項目については、ほとんどの項目で例年９割前後の肯定的評価がある。特に、

肯定的な回答の中の、「あてはまる」という強い評価が５割を超える項目が多い。今年度もその状況に大きな

変化はない。 

 かつては、施設設備を充実させることが本学の課題の一つであった。そのため３号館の新設以来、施設設備

の充実化を積極的に進め、利用できる範囲や使用方法についての利便性・柔軟性も高めてきた。評価結果には、

その効果が反映していると思われる。具体的には、学生の要望に応じた「Wifi が使える環境の新設」や「ピア

ノの練習環境の整備」「一部教室へのタブレットの配備」「自習スペースの拡大」「自主学習に使えるパソコン
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の増加」やなどである。そして、この施設設備への満足度の向上には「清掃が行き届き、いつもきれいな状態

が保たれている」ことも大きく寄与していると考えられる。 

施設設備の中では、「学生食堂の施設・内容」への満足度が毎年低い評価が続いている。今年は、１・２回生

の満足度が例年より高いので少し向上しているが、それでも肯定評価は７割である。食堂の施設については、

拡大や移転は困難であり、短大にある食堂の利用の利便性を高めるなど現状で可能な改善策が検討されている。 

 自由記述で、これまでは全学年に共通した要望も見られたが、特に全体に関わり必要とされている具体的な

項目は見られない。しかし、自由記述に書かれた一つひとつの要望を丁寧に受け止めて、その必要性と実現可

能性に応じて学生の立場になって検討していきながら、学生に報告や説明をしていく必要がある。 

４．その他、本学のいいところ等の自由記述

 ここでは自由記述で、「その他、本学のいいところ等」について聞いている。 

記述内容からは、「教員との関係、相談しやすさ、距離の近さ」「職員の親身で優しい対応」「少人数制の良

さ」「施設の充実と清潔さ」について、学生が評価し満足していることが伝わってくる。特に、学年が上がるほ

ど「教員との良い関係、支援やサポートの充実」についての内容が中心に記述されている。論文作成や実習や

就職試験関係の指導で、特に実感できているようである。 

これらは、本学が「小規模」な大学ゆえの「少人数制」をうまく活かした人的・物的環境を作り、学生生活

の充実を図っている成果であると言える。とりわけ、「少人数制」はコロナ禍においても大学で対面授業を実

施できたことの理由の一つであり、それが本学の大きな魅力の一つの「アクティブラーニング」の継続と発展

に結びついている。それを支えていたのは、特に保健センターや事務室の方が各教室の定員の検討から机の配

置の工夫、消毒の徹底等という感染対策をされた努力である。また、教職員だけでなく、警備の方、清掃担当

の方、食堂の従業員の方等、学生にかかわる多くの人の柔らかい配慮と対応の中で「居心地よく」学べる環境

が作られてもいる。 
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Ⅴ ＦＤ・ＳＤ活動 
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令和５年度のＦＤ活動として、6 月に全教員による公開授業を実施し、見学した内容についての感想コメン

トの提出を求めた。さらに、感想コメントを冊子として配布し、ふりかえりの会を行った。2 月に、授業力向

上と支援教育への理解を深めるための「授業研修会」を行った。

ＳＤ活動としては、ＳＤ研修を実施した。

１．公開授業による授業研究

公開授業は、6 月 12 日～23 日の間に全ての教員が通常授業を 2 回以上公開する形で実施した。各教員の公

開予定授業の内容と日程の一覧表を配布し、それぞれの教員が自分の空き時間に合わせて自由に見学する形で

行った。その期間に、公開された 34 の授業に対して各教員の見学が実施され、15 名の教員から見学した 28 の

授業への感想・コメントが提出された。7月 12 日に全てのコメントを冊子として全教員に配布し、ふりかえり

の機会を持った。

提出された感想の中のいくつかを、それぞれの文章の一部を抜粋して以下に掲載しておく。 

・ 教員は発表させやすく段取りをするだけではなく、学生にも目的を理解してもらうための説明もとても

丁寧だったのが印象的でした。学生の流れを的確に計画し、時間のロスなく、進行の指示を出しておられ

るのには感心しました。スムーズに流れていました。 

発表の時間は限られています。時間のロスなく、平等に的確に評価しておられました。 

特に導入の部分の工夫が、学生によっては違っていましたが、工夫している部分を丁寧にしっかりとほ

めて評価していて、それとともに厳しい評価には、穏やかに伝えるなど個々の学生に応じた言葉掛けをし

ておられ、配慮の行き届いた指導を見せていただきました。 

・ 先生はパワーポイントで授業を進め、学生たちにはパワーポイントのハンドアウトが配布されています。

しかしハンドアウトはパワーポイント画面そのままではなく、空欄補充式になっており、内容の配置もス

ライドとは一部変えておられます。パワーポイントでは同じスライド内でも、話し終わった箇所は次の箇

所の文字が現れると同時に消えるようにされています。ハンドアウトにしてもパワーポイントにしても、

先生が、学生の参加意欲と集中を高めるために、細やかに準備されておられることを感じました。 

  今回の講義内容は（小学校か大学かを問わず）授業者であれば誰もが参考にしたい内容で、私自身、大

変勉強になりました。先生が授業終わりにまとめとして提示されていた「必ず成功するような体験をいか

に準備できるかがポイントになる」、しかし「これは頭では分かるが、教える立場になると忘れる！」と

いう指摘には強く同意するとともに、反省させられました。 

・ 授業が進む中で、先生が机間巡視を積極的にしておられ、作品を作る中で、効果的な方法やアイディア

をどんどん伝えておられ、学生の創意工夫をドンドン引き出す工夫や声掛けの方法等見せて頂き、ぜひと

も採り入れさせて頂きたい！！と実感いたしました。なかでも、作品を作る中で、集中して取り組むこと

と、他の人と見せ合ったり意見を交換することの大切さについて先生が説明されておられ、その後の作業

の中で、両立が実現された、ゆったりとした・なおかつ安心感のある授業の雰囲気、大変刺激を受けまし

た。参加者同士が交流しやすくなると同時に、集中してコツコツ取り組みたい人も安心して進めることが

出来る雰囲気に大変驚くとともに、普段からの先生の指導の偉大さを改めて実感いたしました。  

－ 69 －

24035056_令和5_教育研究活動の現状と課題_本文.indd   69 2024/04/15   13:41:40



70

・ ドイツをはじめとする西欧を視野に入れた「絵本」の文化的背景と、原色を避けるといった子どもに

向けての絵本の選び方、年齢に応じた読み聞かせ方を中心にした授業であった。 

ポータルサイトに課題を入れているとのことで、オンラインではない通常授業の際のポータルサイト

の活用方法が参考になった。パワーポイントによる資料提示と、スマートホンによる調べ学習との併用

スタイルは、パワーポイントの授業での活用方法のヒントになった。授業の後半での壁面作成と農園で

の野菜の世話の組み合わせは、担当者ならではのユニークな実践だと感じた。 

・ 「テキストファイルのインポート・書式設定」で、透かしの入れ方や背景への色の付け方の部分から

見学させていただきました。202 演習室の各座席中央モニターには作業見本が示され、各学生のモニタ

ーで代替テキストを表示して実習していました。 

作業手順が説明と共に中央モニターで確認できるので、非常に分かりやすかったです。 

また、「word を開いていない人が居ますね～、」と、作業内容を開いていない学生をチェックでき、学

生個々の進度もチェックできるシステムはいいなと思いました。 

・ 本来は公開の対象ではありませんが、先週の続きのグループ発表ということなので特別に見学させて

いただきました。 

   各グループ、それぞれが先週作成した画用紙の発表ボードを使用して、それぞれの役割に従って発表

していました。画用紙の両面を使用するなど発表の工夫もみられ、1 回生もしっかりと発表できていまし

た。また、先週欠席した学生も発表に対するコメントをする係となり、しっかりとかかわらせることが

できているところも素晴らしかったです。 

   一方で、発表内容に各グループの違いが少なく、解決すべき課題が残念ながら学生ごと、グループご

との考え方の違いが表れてくるような課題ではなかったと思います。グループ内での討議が活発化し、

意見をまとめる中で生涯学習についてや生涯学習に関する課題について考えられるような問題設定がで

きるともっと良くなると感じました。 

・ 授業の展開のせいもあったかもしれませんが E 4（基礎からのクラス）の学生は全体的に落ち着いて  

おり、中にはプリントの記入を見てもなかなか力のある真面目な学生もいるように思いました。逆に、

先に見学した E 1（力のあるクラス）にも英語のプリントの記入がおぼつかなく、私の授業の提出物等

から判断しても、かなり学力的にしんどく、基礎から学ぶクラスにいる方が良いと思われる学生もいま

した。進度も違うようなので、それぞれの学生のテストや成績の付け方（それぞれのクラスの優や秀の

数とか難しい面もあるだろうと思います。）について、同じテスト内容で、同じ基準で評価するのも、あ

る意味平等かとか、いろいろ考えていました。 

・ 学生が集中できる時間をうまく利用して課題を提示しているので、とても良い授業の進め方であると

思われました。更に、課題が終わったら結果をすぐにフィードバックすることで、学生の集中力が持続

しているように感じた。改めて、即時のフィードバックの大切さを痛感しました。  

1 つ気になったことがありました。学生が課題をしている時に先生が PC を操作すると、中央のモニタ

ーに映り画面が切り替わったりするので、注意が逸れる可能性があるののではないかと思いました。し
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かし、即時のフィードバックを考えると、これも仕方ないのかと思いました。 

・ 環境の授業で、ひまわりととうもろこしを植えている話を聞いたり、水をまいたりして世話をしてい

る学生に話を聞きます。私は幼児と環境の授業を今年度から担当します。どのような取り組みをされて

いるのか関心がありました。 

   植物を育てるということは、保育現場でよく子どもたちといろいろな野菜を育てました。植物を育て

ることを通して、子どもたちの関心や興味が広がります。学生が実際育てることで、自然がいかに保育

にとって大切か、肌身で感じるのではないかと思います。荘司先生は、こちらから教授するのではな

く、学生の主体的な学びを促したいのだと感じました。 

・ 授業の内容は、ひとりが演奏（弾き歌い）をして、同じグループの学生が子ども役をするものでした

が、演奏の前に子供を興味付けるような話をすることや、演奏の際の目線や表情に気を付けることな

ど、一つ一つが実際の試験に結びついていて、内容が濃いものでした。パフォーマンス課題に対して、

フィードバックがない授業が多くみられますが、この授業では、単に演奏して終わりではなく、先生か

ら一人一人に対して評価とフィードバックがあったのがとてもよかったです。演奏だけではく、言葉遣

いや服装・礼儀などにも意識を向けることは、社会人としてもとても必要なことであり、意義深いと感

じました。 

２．授業研修会

2 月 14 日に、本学の山田義則先生を講師として、「大阪の特別支援教育と特別支援学校卒業後の進路」を

テーマに、以下の内容で授業研修会が行われた。 

           

研修の概要 

  大阪府は特別支援学級、通級指導学級の数が全国の都道府県の中で最も多い。特別支援学級は対象となる

障害の種類が決まっており、発達障害や ASD は対象に含まれない。通級指導学級は１校に１学級あるとは限

らず、他校から週に１，２回など決められた回数通って必要な指導を受けるといった違いがある。現在は全
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国で最も多い大阪府の特別支援学級、通級指導学級数も、文科省の指導が入ったことや、昨今の教員不足に

よる人員配置の適正化を図る必要性から今後は減少していくと思われる。 

  特別支援学校高等部に在籍する生徒数は、ここ数年減少しており、最近は特別支援を必要とする生徒を受

け入れている高校に進学する生徒数が多くなっている。特別支援学校高等部を卒業すると大学受験資格は得

られるものの、就職では高校卒業とみなされないという問題がある。このようなことも一般の高校への進学

を希望する生徒が増加している背景にあると考えられる。 

  特別支援学校高等部卒業後の進路について、一般の就職として、以前は製造業が多かったが、最近はサー

ビス業、小売業への就職が多くなっている。一般の就職が難しい生徒については、福祉的就業として B型作

業所、A 型作業所への就職がある。これらの作業所は一般の就職を目指して就業訓練を図る位置づけとはな

っている。現実には障害の程度等から、一般の就職への接続が難しい場合も多い。 

  障害の程度や状態はそれぞれの生徒で異なっているため、それぞれの生徒の適性や能力を見極めた上での

適切な進路指導が求められる。 

講演の後に質問の時間が設けられた。「支援を必要とする生徒が大学に進学してきた際には、大学として

どのような支援が必要か」といった問題提起等、質疑応答が活発に行われた。 

  

      

３．ＳＤ研修

 今年度のＳＤ研修は、9 月に「大学短大統合に向けたワークショップ」を行った。本法人の中期計画

に基づき発足した「統合準備室」主催で、職員教員合同で実施した。

 外部（学外）で行われる研修については、コロナ感染症のため参加できなかったが、文科省・各教

育委員会が行うオンライン研修・説明会には参加（視聴）し、担当課で情報共有を行った。 

日常の職員組織の連携は、大学内にとどまらず、併設の短期大学事務とも連携にも努め、月１回

「合同事務連絡会」を開催して情報の共有を図っている。 
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お わ り に

平常の対面授業を年間通して、落ち着いた環境で行えました。その中にも、「遠隔授業」の間に準備工夫さ

れた多様な方法や展開の経験が生かされ、教員の指導の幅が広がりました。特に、視覚的な教材やアクティブ

なパワーポイントの作成と活用の実践力が、一層育くまれたのではないかと感じます。そこに加えて、本学の

強みであり特長でもある参加体験型授業の展開力がかみ合い、さらに学生の学びの満足度を高める原動力とな

りました。

英語スピーチコンテストなど、いろいろな行事等もみんなが集って開催できました。特に、大学祭には多く

の地域の子どもたちや保護者の参加があり、本学の地域に根ざした大学としての姿も再確認できました。

また、本年度は「日本高等教育評価機構」より、大学の様々な取り組みについての「認証評価」のための調

査を受ける年でありました。そのことは、「教育研究活動」や「学生の育成」等について見なおし、整理し、将

来に向けての取り組みの充実策について考えるよい機会となりました。評価担当者との面談の中でも、授業研

修や公開授業などの「授業力向上の取り組み」や、授業アンケートやキャンパスライフアンケートなどで「学

生の声を受けとめ、早期に改善の努力をする姿勢」を認められたと感じることができました。

学生の進路希望の実現に関しても各教員が強力にその後押しをし、本年度も公立小学校・中学校、幼稚園・

保育園をめざした学生の多くが合格を果たしました。

今後は、大きな相乗効果の期待できる形での短期大学との統合実現に向けての取り組み、学生支援のさらな

る充実とともに学びの質を高めるための授業規律の確立など、本学が直面するさまざまな課題に向き合い、積

極的な研究活動と実践的で深い学びを提供できる教育活動を推進していきます。そのためにも、この自己点検・

評価の取り組みが大きな力となるものと考えます。

 最後になりましたが、本誌発刊に際し、各部署の責任者の方々、研究部の皆さんのご尽力に対し感謝を申し

上げます。

                         研究部長  佐谷 力

＜編集委員（敬称略）＞

大森 彰 山崎 徳子 昇 慶一

加藤 達雄 中村 哲也 坂口 静子

吉田 健

菅野 真里

        

アレックス・M・林     

東尾 徹

岡（宮薗）美佳

佐谷 力
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